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序

飯山市教育委員会

教育長 岩a 彌

飯山盆地 のほぼ 中央を南北に走る長 峰丘陵上には、数 多 くの埋蔵

文化財包蔵地 が知 られてお り、古 くか ら多 くの学者に よって調査 ・

研究 されて きた ところであ ります。

昭和63年 よ り開始 された長峰工業団地 ・南原工業団地造成に伴 う

小泉遺跡の発掘調査は、その対象面積が115,000平 米 とい う膨大な

面積 であ りました。飯 山市にとって もかつてない大調査 とな りまし

た。幸 いに も、高橋桂調査団長 ・田村調査主任 を中心 として、多 く

の地元の皆様の ご尽力をいただいて調査 を完了させ ることがで きま

した。

ここに正式な報告書 を刊行す るにあた り、発掘調査か ら報告書作

成作業に ご協 力 ・ご指導頂 きました皆様 に心か ら敬意 を表す るとと

もに、感謝 申し上げる次第であ ります。

最後 とな りましたが、本報告書が埋蔵文化財保護 に対す る理解 を

一層深める上 で役 立つ ことを祈念 して序 といた します。

平 成7年1月



例 言 ・凡 例

1本 書は、長野県飯山市が計画 した長峰工業団地 ・南原工業団地造成に伴 う小泉遺跡の発掘調査報告書

である。調査は、飯山市土地開発公社より依頼 を受けた飯山市教育委員会が調査会 を設立 して実施 した。

2本 調査は昭和63年 ・平成2年 ・同3年 度にわたって調査されてお り、すでに下記の概要が発刊 されて

いる。

1)r小 泉遺跡群調査概要一長峰工業団地造成に伴 う埋蔵文化財調査一』 飯山市埋蔵文化財調査報告

第20集1990

2)r小 泉遺跡群調査概要II』 飯山市埋蔵文化財調査報告第31集1992

概要報告書 と今回の報告書で相違する点もあるが、本報告書 をもって正式報告 とする。

3各 年 度 に お け る 発 掘 調 査 期 間 ・面 積 は 以 下 の とお りで あ る 。`

昭 和63年 度7月11日 ～11月10日(実 質 調 査 期 間 約80日)・ 面 積12,000m2

平 成2年 度5月29日 ～10月26日(実 質 調 査 期 間 約85日)・ 面 積14,900㎡

平 成3年 度7月11日 ～9月30日(実 質 調 査 期 間 約50日)・ 面 積4,600m2

4調 査 にかか る組織 は第1章 に掲載 した。

5本 書 の作成は、飯 山市遺跡調査 団(高 橋桂団長)が 行 った。作図 ・作表 ・トレースにつ いては・桃井伊

都子 ・常盤井智行 ・小 川ちか子 ・小林新治 ・川 口学実 ・望 月静雄が・写真 につ いては現場写真 は望 月・

遺物写真 は田村 滉城が主にその任 にあたった。文責 は望 月にあ る。

6調 査か ら報告書作 成に至 るまでに下記の諸氏 ・機 関よ りご指導 ・ご協力 をいただいた。記 して御礼 申

し上 げ る。(順 不同 ・敬称略)・

佐原眞 工楽善 通 河内八郎(故 人)桐 原健 関雅之 金子拓男 光谷拓実 肥塚隆保 早津 賢二

小島正 巳 笹沢浩 宮下健 司 坂井秀弥 宮崎博 中島庄一 大原正義 太田文雄 黒岩隆

長野県埋蔵文化財 セ ンタ,___.長 野市立博物館 新潟県考古学会

㈱ パス コ ㈲ 写真測図研究所

7本 書 中に使用 した略号 は以下の とお りである。

SI=竪 穴住居趾SB=掘 立柱建物趾.SE=井 戸SK=土 坑SKB=土 堤墓(木 棺

墓)TP=溝 状土坑

なお、調査 時において竪 穴住居趾 と掘立柱建物趾 は小泉遺跡全体の=連番 とし、土堰墓 ・溝状土坑 は地

区毎に連番、井戸 ・土坑 につ いては グ リッ ト毎 に付番 した。欠番が生 じた場合には基本的には欠番 とし

て処理、変更 したもの もある。 その場合 には当該遺構 説明のお りに記 してある。

また、 そのほか の呼称 等において も、調査時 と相 違す る箇所 もあるが 、そのつ ど説明 してい る。
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1調 査 リ ス ト 弥生時代欄 から後期を主体とした難 と木棺盤

所 在 地:飯 山市大字常盤字長 峰越ほか

調 査 期 間:昭 和63年7月13日 ～同年11月25日

平成2年5月29日 ～同年10月26日

平成3年7月11日 ～同年9月30日

調 査 面 積:31,500mz

調 査 主 体:飯 山市教育委員会

時代 と時期:旧 石器時代 ・弥生時代 中期 ～後期

遺跡の立地:飯 山盆地 の中央に位 置す る長峰丘陵上

遺跡 の特徴:弥 生時代 中期か ら後期 を主体 とした集落 と木棺墓群

遺跡小単位
竪穴住居趾

掘立柱建物趾
土墳墓

木棺墓

その他の特筆

すべ き遺構
特 記 遺 物 調査面積

(mZ)

調
査
年弥中 弥後

1 3 0 16 6 旧石器土坑 3,000 S63

II 3 11 22 13 井戸趾1基 流水紋のある木器 7,700 63.2

III 3 11 11 0 井戸趾1基 2,800 63.2

N 7 1 32 94 管玉 ・勾玉 8,800 63.2

V 8 4 41 0 3,600 H2

VI 0 0 3 0 土器集中箇所 ミニチュア土器 1,000 2

田 2 0 4 40 Tピ ッ ト131 ミニチュア土器 4,600 3

計 26 27 129 153 31,500

表1主 な検出遺構 と遺物一覧表

2 調査成果の概要

a遺 跡の概要

小泉遺跡は、飯 山盆地の 中央に位 置す る長峰丘陵に所在す る。丘陵の西側 に広 がる通称外様平 の低湿地

に接 したなだ らかな斜面 に立地 している。一一帯には、東長峰遺跡 ・柳町遺跡な ど弥生時代や古:墳時代前期

の著名な遺跡が存在 している。広義 にはそれ らを含めて長峰遺跡群 と呼称 してお り、一帯が弥生 ～古墳時

代の居住地 であったこ とがすでに明 らか にされている。

発掘地 は長峰丘陵が分岐す る地点にあた り、ほぼ平坦 な地貌 を呈 してい る。仔細に観察す る とい くつか

の湧水 に よって沢状の谷が形成 され、台地が掌状 に低地に向か って伸びてい る。 このため調査 にあたって

は、それぞれの台地 ごとに別名称 とす る事 とし1～ 皿地区 とした。 ただ し、この名称 は小泉遺跡群1遺 跡

とす るのか、小泉遺跡1地 区 とすべ きであるのか 「遺跡」 の捉え方 によって大 き く左右 される問題である

が、ム ラの中の最小単位のブ ロックであるとの考 えか ら 「地 区」的 なもの として 報告す る。

一3一



図1小 泉 遺 跡 全 体 図(1)(1:1,000)
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図2小 泉 遺 跡 全 体 図(2)(1:1,000)
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b遺 構 ・遺物の概要

小 泉遺跡は弥生時代 中期か ら後期 末にか けての集落跡で、その中心遺構 は竪穴住居趾 と掘立柱建 物趾 で

あるが、台地(地 区)に よっては木棺墓 な どの墓域が広 く占拠 している場所 もあ る。

竪穴住居趾 は、中期 ・後期 ・後期末以降に平面形態が分 類 される。おお まかには、円形(中 期)→ 小判 形

(後期初頭)→ 隅丸長方形(後 期)→ 長方形→方形(後 期末 ～)と 変化す る もの と考 え られる。

中期 のプランは、円形で一 条ない し二条の周溝がめ ぐるのが一般 的であ る。中央には径60cm、 深 さ50cm

ほ どのいわゆ る中央土坑 が掘 り込 まれ、一般 的には炉 として考 え られて いるようであ るが 、覆土には炭化

物が含 まれ るものの、焼土等はほ とんど認め られない。石器のブ レイク ・チ ップが多量 に出土す るのが一

般 的である。焼土 は円形 ピッ トの外側 に1～3か 所認め られ る。床 面を掘 り込んだ形跡 はないが、床面か

ら数 センチが焼けている。炉 と判断 している。

後期 の竪穴住居趾 は、小判形のプ ラン と隅丸長方形 のプランに細分 され る。ただ し、柱配列 などの構 造

に相違 は認め られない。主柱穴は4本 を基本 とし、 より大型 にな ると奥 に1本 、お よび長軸 にそれ ぞれ1

本加 わる。炉は奥の2本 のほぼ 中間の軸上 に設置 される。 また、出入口 とみ られ る短辺側 には間隔の短 い

2本 の柱穴が認め られる。 さ らに出入 り口と推定 され る右 の壁下には貯蔵穴 と思われ る土坑が構築 され る

の も一般 的である。 この構造 は後期 末以降はみ られな くな り、プ ランも正 方形に近 くな る。

弥生時代 中期か ら後期末 にか けての竪穴住居構 造は、掘 り込みの浅 い円形 プランか らより深 い小 判形の

プランにな りさ らに隅丸長方形 のプランに、そして方形 のプ ランにと変化 して行 くことが小泉遺跡での傾

向 として伺 える。

掘立柱建物趾 は、竪穴住居趾 の年代 と同様 に弥生時代 中期か ら後期末 までに構築 された もので、ほ とん

どが弥生時代 の建物趾 と考 えて差 し支 えない。 中には ピッ ト内に中期栗林式土器が埋納 されたピッ トも数

棟検 出されてい るので、中期段 階か らかな りの数の建物 があった と推定 される。

土堰墓 ・木棺墓 については、表1に 掲げたよ うにい くつか の地区で まとまって出土 している。 この っち

最 も多 く発見 されたのはIV'地区である。一部 に掘立柱建物趾 と切 り合 い関係が ある周辺 エ リア 内で検出 さ

れたのは 中期 土器 のみであ ることか ら、所属時期 は中期 栗林式期であ ると考 え られ る。

土堰 墓 ・木棺墓 の多 くは、木 口痕 のみの検 出で あった。表土か ら耕作土20cmで 地山面 とな り、遺存状態

が不良の ため もあったが も ともと掘 り込み面が極端に浅 かった可能性 もある。 なお、5基 か らは管玉 が出

土 し、その うちの1基 か らは勾玉 も1点 出土 している。他 の地 区において も管玉が出土 しているがその遺

構数 は少 ない。 また、土器の埋 納な どは一切検 出されていない。おそ ら く耕作 などに よってすでに失われ

て しまった と考 えられ る。

遺物 は、数量的には多 くは ないが各竪穴住居 を中心 として床面出土の復 元可能 な土器 がセッ トで出土 し

ている。 中期 後半か らの土器様式の変化が大 まか に促 えられ ると考 えられる。
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過第1章 経





1調 査 に 至 る経 過 工業団地造成に先立っ文樋 りの緊繍 査

昭和63年 、飯 山市は工場誘致対策の一環 として長峰工場 団地の造成 を企画 し、市土地開発公社が施行す

る計画 を立てた。それに よれば、造成面積約80,000mzで 平成2年5月 を完成予定 としていた。

この計画地は、小泉遺跡 として周知の埋蔵文化財 包蔵地 に登録 されていたが 、工場団地造成構想 その も

のは昭和40年 代 か ら計画 されてお り、 その時 点にお いて遺跡の存在は必ず しも明確であった とは言 えなか

った。

この計画 を市教育委員会が把握 したのは昭和62年 であったが、具体 的に協議が もたれたのは昭和63年5

月であった。単年度で用地買収 と並行 して進 め、発掘調査が済み次第工事 に移行す るとい う極めてハー ド

な工程 であった・ つ ま り..万 平 米におけ る発掘調査 の期間 は考慮 されていなか ったのであ る。昭和63年 度

にはや は り4月 に入って国道117号 線小 沼 ・湯滝バ イパス建 設に ともない 日焼 ・南原 ・屋株 ・大倉崎館 の

4遺 跡 の発掘調査 が急遽行 われるこ とにな り、この事業だけで も手一杯 の状況であった。 しか し、 当該地

域 の造成 を行わない と新規計画 に移れ ない とい う市行政の理 由 もあ り、依頼 を受けた市教育委員会 は膨大

な面積 であったが、緊急の発掘調査 を受託す るこ とにな った。 このため市教 委担当職員1名 のほか3名 を

調査員 として雇用 し、二現場分担 して実施す るこ とにな った。

小泉遺跡の調査 は、昭和63年7月13日 か ら行 われ た。用地 買収 と並行 して行 われたため、作付 の行 われ

ている土地については用地買収が済んで も着手 できない箇所 も存在 し、遺跡 を虫食い状態で発掘す るこ と

になった。 また、その うちの___.部は土地 未買収 ・代替用地 の問題 もあって翌年度以 降に調査 を実施す る計

画 として、同年11月25日 に終 了 した(飯 山市教委1989)。

平成元年、未調査地 区の調査 を予定 したが前記交渉が難航 したため発掘調査 を実施す るこ とが で きなか

った。

その後、平成2年2月 に な り新 たに北側 に拡張す る計画が浮上 した(二 次分 南原工業 団地)。このため、

前回の未調査地 区 と二次造成地の箇所約六万平米が新 たに調査対象 となった。 この うち遺跡の範囲にかか

り、さらに削土 によって消滅が予想 され る部分 は、平成2年 度で約二万五千平米、三年度が約一万平米で

あった。

平成2年 度は、第一次分(長 峰工業 団地)の 未調査地 区 と新 たに計画 された第二次分の発掘調査 が行 わ

れた。 この時点にお いて も作付 の関係 で第1次 対象地 区において発掘調査に入れない地区 も存在 した。遺

跡 の内容 究明に とって重要 な地域 も存在 した。土地開発公社 とも協議 を行 ったが、結局発掘調査 を実施す

る時間 を取 ることがで きなかった。

平成3年 度 は、調査対象地 区の最北部分 の調査 を実施 した。

この ように調査は幾度か変更 ・増加す るこ ととなったが、飯 山市 に とってかつて ない膨大 な面積 の発掘

調査が実施 され た。すでに触 れてきた ように、工事 も緊急であった し、その工事 を実施す るため に埋蔵文

化財調査 をクリアー しなければ ならない とい う流れの中での今 回の調査 は、文化財保護行政について大 き

な課題 を残 した といえ る。
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2 調 査 の 方 法 と 経 過 昭和から平成1.またがる大規欄 査

a調 査 の 方 法

対象地 区全体 に5mグ リッ トを設定す ることとし、基準点の設置には平面直角座標 を用 いた.a設 定 は㈱

パス コに委託 し、50m間 隔のX軸 ・Y軸 各3本 を設定 した。その交 点はII地 区のL一:31北 東杭で、Xr99.0、

Y=一10.75で ある(図3)。 長野県の平 面直角座標 系の第皿系 に属 している。(X軸130.30'Y軸36.0') 。

番号はX軸 が算用数 字、Y軸 をアルファベ ッ トとした。

表土 除去 は効率 を考 えバ ックホーで行 うこととしたが、作物 の関係で部分 的に行 わざるを得 なかった。

遺構確認 につ いては、竪穴住居趾 、掘立柱建物趾 については全地 区を通 して連番 とし、溝状土坑 ・木棺墓

(土 墳墓)地 区毎の連番 、土坑 ・その他 につ いては グ リッ ト毎 に付番 した。 また、遺物の取 り上 げにつ い

ては、遺 構内出土遺物 につ いては ドッ トもしくは微 細図 を作成 した。遺構平 面図については、平板 によ り

実測 したが 、IV区 木棺墓群 区域 ならびにV区 全域については、㈲ 写真 測図研究所 に委託 してコーデ ックに

よ り測量 した。なお写真撮影 につ いては、調査員が一 眼 レフカメラに よ りモノクロと リバーサル を中心 と

して撮影 した。

b昭 和63年 度 の 調 査 経 過

月 日 調 査 内 容

71 飯山市土地開発公社 と発掘調査委託契約書締結

4～ 基準杭設置(株 式会社パスコ)

6～ 表土除去(重 機)

8 遺跡調査会開催
12 発掘機材搬入
13 調査開始(開 始式開催)II区A地 点より(旧 称長峰越東丘陵1地 区)
16 SIO1よ り炭化木製品出土

28 1区(旧 称長峰越西丘陵)旧 石器出土

82 1区 旧石器 時代土坑検出(PSK1)

4 飯山郷土史研究会見学

11 中間報告会
12-17 休 み

23 市教育委員現地視察
29 II区 谷状地写真撮影完了

30 常盤公民館 学習会(茨 城大学河内教授ほか視察)

91 II区A地 区全体測量完了

7 1区 拡 張(U～X-47～52)

17 SI10住 遺物分布図作成作業開始

22 II区B地 点精査着手
e

1015 1・II区 調 査 完 了

17 III区A地 点調査着手

市木鋪助役 ・浦野教育長視察
26 N区 杭打ち作業

29 (初雪)

1110 発掘作業完了

15 現地説明会開催

17～25 信濃毎 日新聞記事掲載 ・測量調査 ・残務整理
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図3調 査 地 区 グ リッ ト設 定 図(1:2
,500)
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c平 成2年 度の調査経過

月 日 調 査 内 容

526 II区A地 点 ・III区 表土除去(重 機)

28 杭設定 発掘機材搬入
29 調査開始(開 始式開催)II区A地 点よ り

67 II地区A地 点遺構検出状況写真撮影

11 III地区B地 点着手

13 II地区 測量等完了 終了

15 W地 区(旧 称道路 区)杭 設定(道 路センター ボ不ン トを利用 し独 自の グ リッ ト)

19 VI地 区着 手

22 III地区SI30.32.34遺 物分布 図作成VI区 土器 多数 出土

26 VI区 重機 によ り表 土除去(追 加)

30 III地区B地 点調査 完了(III地 区6月 末調査完 了期 限に間に合 わせ る)

7～17 VI区 完 了

12 第2次 工事予定地の表土 除去開始～14日(III・IV区)

17 III区C地 点よ り調査開始 住居跡検出(SI36)

19 SB55ピ ッ トより弥生 中期 完形壺検 出

23 IV区B地 点(旧 称南原東丘陵)表 土除去及び遺構検出作業

26 III区調 査 完 了IV区SI37・39・40掘 り下 げ

31 IV区C地 点 着 手 木 棺 墓 検 出SKB92・93(当 初 ヌ ー44SK1・2)

82 IV区D地 点着手N区C地 点掘立柱建物趾SB67・68検 出IV区B地 点完了

7 III区C・D地 点 着 手 ～21日 完 了

1-一16 休 み
31 IV区C・D地 点の調査可能部分調査完 了

91 調査予定地が作物の関係で入れず一時発掘作業 を中止
14 皿区 表土除去 ～21日 完了

19 IV区C地 点拡張可能 とな り表土除去～21日

26 遺構検出作業 木棺墓 ・掘立柱建物跡等確認
28 木棺墓 等の遺構発掘SKB43よ り管玉10点 出土

102 県 教 委 文 化 課 指 導 ・報 道 機 関 来 跡SKB45・54・70・76・79よ り管 玉 出 土

3 コーデ ィックによる平面測量(写 真測図研究所)SKB69よ り管玉 出土

8 県埋蔵文化財センター ・長野市博物館職員視察V区(旧 称南原2)表 土除去
9 コーデ ィック測量終了(V区 完 了)V区 グ リッ ト杭打 ち 調査着手SI43～47確 認

25 測図確認作業 器材等撤収
26 測図確認作業(午 前)完 了

d平 成3年 度の調査経過

月 日 調 査 内 容

78 冊区 表土除去 ～16日

11 調査開始(開 始式開催)調 査区南部分より着手 木棺墓等の遺構を確認
31 木棺墓SKB1よ り管玉約20点 検 出

82 本 日までに木棺墓約15基 、溝状土坑10基 確認 ・完掘

9 SKB1よ り新 たに石鍛1点 検 出

12 西方寺住職 による法要 開催13～18日 まで休み

23 本 日までに溝状土坑(TP)68基 確認

26 木棺墓20基 完掘 写真i撮影完 了 溝状土坑(78が79を 切 る)拡 張 のため表土除去

27 溝状土坑合計82基

95 木棺墓 区域2次 分着手 ～10日 までにSKB21～34を 確認 し完掘

12 Q-18に おいて住居趾 を確認(SI9)

17 O-16・17に お い て 住 居 趾 を確 認(SI26)

25 本 日までに木棺墓40基 、溝状土坑133基 を確認す る。

30 遺構平面図平板作成完了し、器材等の撤収 を開始。調査完了。
補遺測量 を10月2・3日 に行 い、小泉遺跡群 の発掘が全作業完了す る。
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、

図4 小泉遺跡地区 ・地 点 及 び 年 度 別 調 査 区(1:5
,000)
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小 泉 遺 跡群 調 査 会 名簿(昭 和63年 度)

顧 問

会 長

副 会 長

委 員

局

〃

〃

務

〃

事

団 長

調査主任

調 査 員

11

小野沢静夫

浦野 昌夫

佐 藤 清

高 橋 桂

宮沢 郁夫

栗岩 時雄

高橋 正治

高橋 広幸

井村 庄雄

丸山 富久

飯沢 澄男

岸 田 正

飛沢 五夫

服部栄八郎

市川 和夫

町井 和夫

清 水 宏

渡 辺 博

望月 静雄

森崎ツギ子

調

高 橋 桂

田村 滉城

望月 静雄

森山 茂夫

(飯 山市長)

(飯 山市教育長)

(飯 山市教育次長)

(日本考古学協会会 員)

(飯 山市議会議 員)

(〃)

(〃)

(下水沢区長)

(大 塚 〃)

(小 泉 〃)

(尾 崎 〃)

(市公民館常盤分館長)

(市商工観光課長)

(市 土地 開発公社局長)

(〃 次長)

(〃 主査)

(市教委次長補 佐兼社会教育係長)S63.10.1転 出

(市教委社会教育係長)S63.10.1転:入

(市教委社会教育係)

(市教委臨時職員)

査 団

(飯山南高校教諭)

(市教委埋蔵文化財調査員)

(市教委社会教育係)

(市内太田小境)

調 査 参 加 者(順 不同 ・敬称略)

高橋茂 ・小林新 治 ・大塚 一雄 ・丸 山三二 ・達家わかの ・藤沢昭 ・常田利夫 ・村松修 司 ・岡田勤 ・丸 山幸

夫 ・藤沢信義 ・高橋昭二 ・高橋宗平 ・山崎豊治 ・宮本 さか江 ・服部正子 ・服部 こう ・南久保 まつ ・西堀は

つみ ・吉越信 一郎 ・大木あい ・吉越 まさの ・島津千代 ・北山け さえ ・丸 山澄子 ・山岸正宣 ・栗岩義房 ・山

田隆志 ・岸 田義元

高橋雅弘 ・丸山学(以 上 大学生)

青木正行 ・岸 田輝幸 ・足立 智幸 ・富 岡徹 ・藤沢徹 ・樋 口史 ・藤沢英 明 ・佐藤真也 ・津久井琢也 ・菊池泰

隆 ・金井久 江 ・市村正 ・阿部浩美 ・江尻裕二 ・渡辺孝 ・宮沢智博(以 上高校 生)

江尻昭二 ・中村昭三 ・藤沢 澄夫 ・山本貞夫 ・東条寅雄(以 上教育委貝会事務局:職員)
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平成2・3年 度飯 山市遺跡調査会

問

長

長

員

会

顧

会

副

委

事務 局 長

事務局次長

事 務 局 員

小山 邦武

佐藤 春夫

長谷川元一一

滝沢藤三郎

丸山 豊雄

中 村 敏

高 橋 桂

山崎美都技

福沢 裕文

岩 崎 彌

佐 藤 清

渡 辺 博

望月 静雄

樋山二二子

市長

市教育委員長

市社会教育委貝長

市文化財保護審議会会長

市q会 総務文教委員長

市公民館長

日本考古学協会会員

市教育委貝会委員長:職務代理(平 成3年10月7日 退任)

市教育委員会委員長:職務代理(平 成3年10月8日 就任)

市教育委員会教育長

市教育委員会教育次長

市教育委員会社会教育係長

市教育委員会社会教育係

市教育委貝会臨時:職員

団査調

長

者

員

当

査

団

担

調

高 橋 桂

望月 静雄

ノ』、木木 新2台

常田 利夫

丸山 三二

常盤井智行

田村 況城

桃井伊都子

飯 山北高等学校 教諭

社会教育係

(飯 山)

(飯 山)

(飯 山)

(常 盤)

(外様)

(飯 山 ・平成3年)

参 加 者(順 不同 ・敬称略)

高橋右 内 ・達家わか の ・村松修司 ・芳川昭治 ・羽 田たつ子 ・高橋 コシノ ・市村 ます み ・常 田レエ子 ・清

水三名 ・猪瀬光治 ・桜井伊都子 ・小林 則義 ・松永佳子(以 上飯 山)・ 服部 こ う ・服部正子 ・南久保 まつ ・

西堀 はつみ(以 上尾崎)・ 吉越信一郎 ・吉越 まさの(以 上大塚)・ 竹内大五郎 ・北条辰男 ・小林経雄 ・大

森信衛 ・増 山春夫 ・石 沢悦次(以 上 戸狩)・ 清水隼 人(柳 新 田)・ 富岡みえ子 ・万場 キ ヨノ(以 上上 野)・

米持 元志 ・米持なつえ ・樋 口幸正 ・江 口武雄 ・江 口正 二 ・斉藤小雪 ・村 山亨 ・高橋 ちよえ ・村 山 くま ・樋

口栄(以 上温井)・ 鷲野吉太郎(関 沢)・ 吉 田忠彦(其 綿)・ 中島五 昭 ・土屋久栄(伍 位野)・ 高沢幸雄

(野坂田)・ 三浦千佳(群 馬県)

整理作業

小林 み さを(柏 尾)・ 北 山けさえ(飯 山)
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図5小 泉 遺 跡 全 体 図(1:3,000)
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第II章 遺跡 の位 置 と環境





1遺 跡 の 位 置 飯山盆地内の外様平北部を望帳 駈 陵上1.立地する

小泉遺跡は、長野県飯 山市大字常 盤字長峰越お よび大字照里字

南原 にかけて所在す る。 甲信国境の甲武信岳に源 を発す る千 曲川

が信濃 に残す最:後の平が飯 山盆地である。飯 山盆地 を過 ぎると千

曲川は、信 越国境の峡谷地帯 を下刻 曲流 しつつ新 潟県津 南町に至

り、ここで信濃 川 と名 を改め ていわゆる津南段 丘群 を形成 し、や

がて 日本海に注 ぐ(図6)。

飯 山盆地西縁 は黒岩 山(938.6m)・ 鍋倉 山(1288.8m)等 比較 的

低 い関 田山脈によって新潟県新井市等 と画 されてい る。 ここには

越後へ通ず る幾つか の峠道が存在 している。一一方、東縁は毛無 山

(1640.98)等 三 国山脈の支脈 によって、また、断層構造線 の:横走.i

によって急峻 な山地 で画 されてい る。

そ して盆地底 には飯 山盆地のほぼ中央 を南北に延 び る長峰 丘陵

によって東西に別 れている。 この丘陵は西側 山地の摺 曲による背

斜部 にあた るが、これに断層線が横 走 し常盤戸狩地 区に至 る丘陵

と外様尾崎で収 束す る丘陵 に分岐 している。

図6飯 山市の位置

また、丘陵全体 は東側に傾 いてお り、西側が なだ らかなのに

対 し東側は急傾斜 で常盤 の盆地底に接 して いる。 この丘陵 の西側は外様平 と呼ばれ広井 川の肥沃な低 湿地

地帯 である。一方東側 は、上野 ・大倉崎丘陵な どの一部 を除 き千曲川の氾濫源が広が っている。

小泉遺跡は、前記 した長峰丘陵が尾崎で終 る支 脈 と照里へ続 く支 脈の分岐点にあた り、外様 平の低 湿地

帯が入 り組んでい る地点 に立地す る(図5)。 すなわち東西南 をそれぞれ丘陵 山地 に囲まれ、北に向かって

開 口している。仔細 にみれば尾崎側支脈の裾 野 を流れる小河川 と、そ こへ流れ込む照里側か らの小 河川に

開析 され た丘陵状 の台地が幾つか観察 され る。対 象地 区内には6か 所 の微高地 があ り、南か ら長峰越 西丘

陵 ・長峰越東丘陵 ・南原西丘陵 ・南原東丘陵 ・南原II丘 陵 ・南原III丘陵 と仮称 していた(今 回の報告 では、

1地 区～田地区 とす る事 とし、これ を正式名称 とす る)。そ して、これ らの丘陵のすべ てにわたって弥生時

代 中 ・後期の遺跡が存在 して いる。

小泉遺跡が最初 に注 目され たのは、高橋桂 が高井22号 にお いて 『中期弥生式住居趾 の一・例』 と題 して小

泉遺跡 の円形住居 を報告 したことによる。 この地 点は、今 回の調査地点 とは多少の距離 をもっているが、

小泉 の低地 を望 む長峰丘陵 の分岐点に立地す ることは同様で あるので、この地点 を含めて小泉遺跡 と呼称

す るこ ととした。

小泉遺跡の範囲は、南北 に700m、 東西300m、 約210,000m2の 面積 を持つ もの と考 え られ るが、前記 し

たよ うに調査 箇所 では7地 点に別 れてまとま りがみ られた。 こうした地点分布の集合 を小泉遺跡 と呼称 し

ているが、 これ らの有機的 な関連 につ いては調査結果か ら明 らか に してゆか なければな らないだ ろ う。

なお、1地 区の西側の高位 に東長峰遺跡がある。 また、皿地 区の東側 には大塚 遺跡が あ り、 さらには北

方 には柳 町遺跡等 同時期 の遺跡が近接 してい る。 したがって、これ ら遺跡 を含めたよ り広 い遺跡群 として

把握す る必要 に迫 られてい る。
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図7小 泉 遺 跡 の 位 置(1:50,000)
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2 周 辺 の 遺 跡 旧硲 から中世まで_先入の足蹴 いたるところに

飯 山盆地 の中心部 に位置す る小泉遺跡周辺の遺跡分布 は、古 くか らの調査 によって比較的密 集 してい る

ことがすでに判 明 している(図8)。

旧石器時代 の遺跡 としては、千曲川の段丘や丘陵に立地す る 日焼(12)・ 屋株(14)・ 上野(15)・ 瀬 付遺跡

(18)や 長峰丘陵上 の大塚遺跡(19)が ある。 日焼は黒曜石 製のナイフ形石器や掻器 に代表 され る石 器群 で、

ナイフ形石器 を指標 とす る時期 の末期 に位置付け られてい る。屋株 では安 山岩製 の横倉型 ポイ ン トと製作

に伴 う剥片類が小範囲よ り発掘 されてい る(飯 山市教委1989)。 上野 では玉髄製 の掻 器が 多量に発見 され

これにポイン トが伴 うもの と考 えられてお り、類例 の少 ない注 目すべ き石器群 である といえる。 この よう

な遺跡の石器群は、ナイフ形石器終末器か ら旧石器時代末期 の石器群 と考 えられ るが 、各方面か らの文化

的影響 を受 けなが ら変遷 していったこ とが特徴 といえるのではあ るまいか。

縄文時代 にな って も、千曲川沿 いに分布す る遺跡が 多い。南 原(13)・ 屋株(14)・ 大倉崎(17)・ 有尾(50)

・須田 ヶ峯遺跡(45)な どが著名で ある。南原では前期諸磯c式 期 の一群が発掘 されて いる(飯 山市教委

1994)。また、大倉崎では諸磯b式 期後半に比定 した良好な土器群 を検 出している(金 井 ・高橋 ・中島1976)。

有尾遺跡 は、有尾式土器 の標式遺跡 として著名 である。須田 ヶ峯遺跡 は全体 が明 らかに されていないが、

中期初頭 に位置付け られ る土器が ま とまっている(飯 山市1993)。

弥生時代 の遺跡につ いては次項で述べ るが、それ までの立地 と大 き く異なる様相 を見せ 、長峰丘陵北半

を中心 とした地域 に分布す る。続いて古墳時代あ遺跡や古墳 も多い。上野遺跡では、前期 の住居趾 が1軒

発見 され 、北陸 ・新潟系の土器が一 括 して検出 されてい る。 また、方形周溝墓 も4基 発見 されて いる。柳

町遺跡(21)で は前期住居趾 、須 多ヶ峯遺跡 で も同様 に住居趾が発見 されている。一方 、古墳は照里古:墳群

(53)や 大塚古墳(53)、 大塚古墳群(55)、 上野古墳(58)、 有尾古墳(57)が あるが、いずれ も発掘調査はな さ

れゴていない。 なお、有尾古墳 は帆立貝式古墳 と考 えられて きたが、最近 では前方後方墳 とす る意見が強 く

な ってい る(松 沢1983)。

奈良 ・平安時代の遺跡 では、各所に遺跡が点在す るようになるが、岡峰(2)、 上野(15)、 北原(40)が 特

に著名である。平安 時代 の鍛冶炉 を多数検 出 した北原遺跡は、当時飯山地方が盛んに開拓 されて いった一

端 を語 る資料 として重要 である。 また、土堤墓(木 棺墓)が 岡峰 、上野、小佐原(44)で 発見 されてお り、当

時 の墓制 も明 らか.にな りつつ ある。

中世では、集落遺跡 として釜渕(34)が ある。祭祀 遺構 よ り永仁四年の木簡が発見 されている。 また、城

館跡 としては尾崎館(28)、 大倉崎館(59)が ある。昭和63年 に発掘調査 を行 った大倉崎館 では、火災 に遭っ

た と思われ る館 内よ り、青磁 ・白磁、越前系 ・珠洲系陶器、瓦器製火炉 をは じめ とす る多 くの遺物が発見

されている。14世 紀後半 よ り15世 紀前半の所産 と考 えられているが、館 主につ いては現在 の ところまだ明

らか となっていない。

以上、 旧石器 時代か ら平安 時代 までを簡単に触れて きた。縄文時代 までは千曲川沿いの段丘や丘陵に 占

拠 し、以降長峰丘陵や関 田山麓 、あるいは湧水帯 の認め られ る上野の丘陵を中心 として、低湿地 に接 した

地域 に 占拠す るようになる。 このこ とは 、飯 山盆地が開拓 されていった第一波は弥生時代 中期後半に始 ま

ったが 、極めて限定 された区域 に とどまった。飯 山盆地が真 に開拓 されていったのは、平安時代 に入 って

漸 く広 い区域が開拓 されてい ったこ とを伺わせ るので ある。
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図8周 辺遺跡分布図
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号
遺 跡 名

旧

石

器

縄 文 弥 生 古 墳 奈
皐
平
安

中

世

備 考

(発掘調査年 ・特記事項)

草
創
期

早

期

前

期

中

期

後

期

晩

期

中

期

後

期

前

期

中

期

後

期

1 真 宗 寺 裏 0 0 0

2 岡 峰 ● ● ● S50.51.H元 調 査 ・平 安 土 坑 墓

3 柳 沢A 0 0 O 0
4 柳 沢B 0

5 鶴 屋 敷 0

6 桜 沢 0 S49調 査

7 小 境 0 0 O

8 押 出 ● ● S24.29.48調 査

9 旧照里小学校 0 0
10 光 明 寺 前 ● S54調 査

11 照 丘 ● ● S35.42.52.H2調 査

12 日 焼 ● H元 調査 ・黒曜石石器群

13 南 原 ● 0 0 H元.5調 査 ・諸磯c式 土 器群

14 屋 株 ● ● H元 調査 ・横倉型尖頭器

15 上 野 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● S63.H元.2.4.6調 査

16 大 倉 崎II 0

17 大 倉 崎 0 ● ● ● S45.48.H元 調 査

18 瀬 付 0 ● S24調 査

19 大 塚 ● 0 0 0

20 小 泉 ● ● ● ● 、本 報 告

21 柳 町 s ● ● S26.32.H6調 査

22 山 崎 ● ● S33調 査

23 (仮)尾 崎南 0 0

24 東 長 峰 ● ● S25.30調 査

25 下 林 0 O

26 西 長 峰 ● ● S25調 査

27 法 寺 0 0

28 尾 崎 館 跡 0
29 顔 戸 館 跡 O
30 顔 戸 第 五 0

31 顔 戸 北 ● S62調 査

32 顔 戸大 天狗 0

33 顔戸南木ノ下 O 0

34 釜 渕 ● ● ● ● ● S62調 査 ・永仁 四年 呪符木 簡

35 顔 所 道 下 ● S27調 査

36 布施田神社前 O
37 別 府 原 ● ● ● S43調 査

38 笹 川 0

39 正 行 寺 北 0 O
40 北 原 ● ● ● ● S53.56.58.59調 査 ・平 安 期 鍛 冶 炉

41 針 尾 池 0 0 0 0 0 0 0

42 (仮)長 峰 0

43 鬼 が 峰

44 小 佐 原 ● ● ● S44調 査 ・表裏 縄文 ・平 安木棺 墓

45 須 多 ケ 峰 ● ● ● ● ● S40.41.45.H6調 査 ・方 形 周 溝i墓

46 お 茶 屋 0 「

47 長 者 窪 O 0 O
48 林 子 畑 0 0
49 黄 金 石 上 ● S38調 査

50 有 尾 ● ● ● ● s ● ● ● ● ● S24.27.35.62調 査

51 飯 山 城 跡 0 0 飯山藩主居城

52 鬼 神 堂 0 ノ

53 照里 古墳 群 0
54 大 塚 古 墳: O

55 大塚古墳群 0
56 大池古墳群 O
57 有尾古墳群 0 O
58 上 野 古 墳 0
59 大倉 崎館 跡 ● S63調 査 ・珠洲焼 ・青 白磁 ・火 炉

周 辺 遺 跡 地 名 表
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3 周辺の弥生時代遺跡

小泉遺跡 を中心 とした長 峰丘陵の北半部 には、弥生時代か ら古墳 時代前期 にかけての遺跡が密集 して い

るこ とで知 られて いる。調査 された遺跡では、小泉遺跡 に隣接す る東長峰(24)、 柳 町(21)、 照丘(11)の 各

遺跡があ る。

この丘陵上 には弥生時代 の遺跡 として尾崎 ・東長 峰 ・照里 ・下林 な どの遺跡が知 られている。古 くは北

沢量平 ・栗岩英治両氏 らに よって弥生式土器 ・石器 が長峰丘陵の尾崎や法寺か ら採集 されていた。藤森栄

一氏 はこの うちの石器 を 『千曲川下流長峰、高丘の弥生式石器』 と題 して報告 してい る(藤 森1937)。 戦

後 、飯 山北高等学校郷土研 究会に よ り次々 に発掘調査 が実施 され、弥生期 の住居趾 も多 く発見 された(森

山1950、 清水1950、 森 山1951、 東 ・清水 ・森山 ・寺崎1951、 飯沢1954)。 こうした一連の報告 に

より長峰丘陵上 の弥生遺跡が注 目され るよ うにな り、宮坂英弐氏(宮 坂1954)や 桐 原健氏(桐 原1955)

に よってその重要性が指摘 された。昭和30年 代にはいって、桐原健 氏や高橋桂 によって精 力的 に調 査や 踏

査 が行 われ た。その成果 は、柳町遺跡の発掘調査(桐 原1957・1959)、 照丘遺跡(高 橋1962・1968)

な どの調査報告 で示 されて いる。

近年 に至 り、開発に伴 う緊急発掘調査が増加 し、再 び小泉遺跡の周辺 の発掘調査 が行 われ るようにな っ

て きた。昭和62年 、農村総合 モデル事業 に伴 ラ釜渕遺跡 の発掘調査では住居趾 が発見 され、関 田山麓に 多

くの弥生時代遺跡が点在す るこ とを改めて証明 した。 また1平 成元年 に行 われた上 野遺跡 の発掘調査では、

弥生時代 中期 ・後期 の竪穴住居趾 が発見 された とと'もに、平 成5年 の調査 では約40基 の木棺墓群 が発見 さ

れてい る。数次の発掘調査 で、上野遺跡は大規模 な弥生集落 であることが判 明 して きた。 さ らに、照丘遺

跡は平成2年 に発掘調査 が実施 され、中期 の竪穴住居趾群が発見 された。

太 田文雄 は、これ までに明 らか にされた弥生時代遺跡の分布図 を作 成 している(図9)。 今後は各 遺跡 の

遺物 を詳細 に分析 し、弥生文化 の流入 ・成立か ら古墳 時代へ の変遷 を究明す る必要 があ り、当面の研 究課

題 としてお きたい。

,:,....

図9弥 生時代遺跡の分布図(太 田1993)
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1 1地 区の概要

a概 要

調査対象地 区の最 も南側 の丘陵であ る。馬の背状

台地で、平坦部分 は少 ない(図10)。 西側 には湧水が

あ り、河川 となって谷状 に台地 を侵 食 してい る。東

側 も同様 に小 河川があ り、黒色土が厚 く堆積 してい

る。畑耕作 の関係 で周 囲に拡張 して調査す るこ とは

できなか った。 この地 区は、昭和63年 の調査 ですべ

て完 了してい る。

b遺 構

発見 された主 な遺構 は、弥生中期竪 穴住居趾3軒 、

掘立柱建物趾16棟 、木棺墓(土 堤墓)6基 で ある。

後期 の遺構は認め られ な く、 また遺物 もまった く検

出されなかったこ とか ら、 この地 区は後期及び以降

には居住地 として使用 されなかった と考 えられ る。

したがって、伴 出遺物の認め られない掘立柱建物趾

纂甥 縄il雲蕪 鵬 叢廃貴ζ熟
るが、別 の機会 に報告 す る。

竪穴住 居趾(図16・17)3軒 発見 され、いず れ

も弥生中期 に属す る。すべ て円形の周溝 をもつ もの

鑑1灘辮霧瓢
厚 は15～20cmと 薄 く、当初 よ り掘 り込むこ とはほ と

ん どなか った と考 えられる。いずれ も中央土坑 をも/

つが、焼土 は認め られず チ ップ ・炭化物等 を含む。

この うち10号 住居 は、径8mの 大型住居 で、建て替
図101地 区 主 要 遺 構 分 布 図(1:1,000)

えのためか周溝が三重 に巡 ってい る。焼土は、中央土坑 の周辺 に3か 所認め られ る。地床炉 と考 えられる。

掘立柱建物趾(図18・19)16棟 発見 された。本地 区か ら旧石 器時代土坑1基 を除き、弥生時代 中期以

外の遺構は認め られないので、すべ て中期 の掘立柱建物趾 の可能性 が高 い。 ピッ ト内よ り遺物 は認め られ

なか った。

木棺墓(土 堤墓)(図13)ま とまって6基 発見 されてい る。道路が中央 を走 ってい るため 、全体 とし

ては もう少 し多 く造 られていた可能性があ る。なお 、その うちの1基 は土」廣墓 であ った と思 われ(SKB1) 、

他 は木 口痕 のみの検 出であ り、木棺墓であった と思われ る。なお、遺物は発見 されなか った。
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図11 1地 区 全体 図(1:600)
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図121地 区遺 構 分 布 図(1)(1:200)
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図131地 区 遺 構 分 布 図(2)('1:200)
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図141地 区 遺 構 分 布 図(3)(1:200)
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図151地 区 遺:構分 布 図(4)(1:200)
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図161雌SI7・SI16号 鋸 嫉 泪ガ図(1:8・)
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図171地 区SI10号 住 居 趾 実 測 図(1:80・1:20)
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図18 1地 区SB11～16・ 号掘 立 柱 建 物 趾 実 測 図(1:80)
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2 II地 区の概要

a概 要

本遺跡の中で最 も広い平坦面 を有す る丘陵上に所在す る。調査区が北 と南 に別れてい るので、北側 をa

地点、南側 をb地 点 と呼称 した(図20)。 昭和63年 の調査 ではa地 点平坦 面か ら南傾斜 面にかけて、お よび

b地 点の調 査 を行 い、平成2年 度 にはa地 点内の東部分 とい うよ うに2年 度に分けて実施 した。また、遺

跡 の広が りとしてはさらに東側 に広が ると予測 されたが、花卉 栽培が行 われて いたためついに調査す るこ

とが できなかった。 なお、63年 の調査 区 と平成2年 の調査 区の間には農 道が存在 してお り、この道路 によ

って南側が大字常盤字長峰越、北側が大字照里字南原 とな り字界であ った。

b遺 構

竪穴住居趾 本地 区か らは合 計14軒 検 出されてい る。この うち中期 に属す るものはSI8・12・17の3軒

で、後期住居趾 が9軒(SI1～3・5・6・11・14・15・29)、 後期末が2軒(SI4・13)と なっている。 中期

の住居趾 ではSI8(図28)が 良好な遺存状態 を示 してお り、掘 り込み もしっか りしている。壁下 を周溝が

め ぐり、径は5m20cmの 円形 を呈する。 ピットは不揃いであるが、ほぼ円形にめ ぐるようである。 中央に約80

cmの 土坑が あ り、深 さは68cmの す り鉢状 を呈す。焼土は中央土坑の周辺 に3か 所認め られ、いずれ も床 面

まで焼 けている。後期住居趾 ではb地 点SI15(図37)が 典型的 であ る。.__.部は明確 でないが 、6m30cm×

約4m80cmの 長方形プランである と推定 され る。主柱 穴はP、～P、の4本 で、奥の主柱 穴2本 の間に炉が作

られている。 また、入口部分 には、40cmの 狭 い間隔で ピッ トが造 られ る。出入 り口施 設であろ う。さ らに、

壁下には径40cmの 貯蔵穴 と推定 され る土坑 もある。後期 末以 降の住居趾 はb地 点SI13が 北較 的 しっか り

してい る(図37)。 炉 は確認 できていない。 なお、SI1は 出土遺物で明確 なものがな く、赤彩 された壺

破片等 を根拠 に後期 に位置付けてい るが、住居趾 その ものは小泉遺跡で典型的な隅丸長方形の後期住居趾

よ りさらに方形に近 い形 を呈 してお り、後期末以降の形態 と思われ る(図26)。 また、SI4は 遺存状態 が悪

くプ ランは不 明であるが 、箱清水系の土器群がほ とん どな く、北陸の月影系土器群 が 占め る。

掘立柱建物趾 多 くにつ いては時代判定す る遺物に恵まれていないが、合 計22棟 検 出されてい る。

なお、SB43号 掘立柱建物趾 の ピッ ト(図30)か ら中期小型壺 ・甕 が出土 してお り、その状態か らも中期

と考え られる。 また、SB41・66号 掘立柱建物趾(図25)は 後期 住居趾SI29を 切 っていることか ら律期 の

SI29廃 絶以 降に建 て られた ものであ る。

木棺墓(SKB)昭 和63年 調査の終盤 に調査可能 となった地区において出土 した(図22・23、32、 表3)。

合計13基 発見 されているが 、調査区の端部 であ り調査不可能地区へ広が ってい る可能性があ る。地形的 に

は、II地 区の遺跡が 占拠す る台地の末端面 にある。方位 は斜面に平行す るものがほ とん どであ る。 この う

ち、SKB10～13号 木棺墓 はSI17号 住居趾 内に構築 されてい る。新 旧関係 では、住居趾 の床 面を壊 して

構築 してお り、明 らか に木棺墓の方が新 しい。
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図2011地 区 全 体 図(1:1,000)

一38一



図2111地 区a地 点、全 体 図(1:600)
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22図 II地 区a地 点 遣:構分 布 図(1)(1:200)
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図2311地 区a地 点、遺 構 分 布 図(2)(1:200)
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図2411地 区a地 点 遺構 分 布 図(3)(1:200)
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図2511地 区a地 点、遺 構 分 布 図(4)(1:200)
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図2611地 区a地 点SI1～4号 住 居趾 実 測 図(1:80)
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図2711地 区a地 点SI5,6,29号 住 居 吐 実 測 図(1:80)
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図2811地 区a地 点SI8,17号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図2911地 区a地 点SB1～4,35・42・36号 掘 立柱 建 物趾 実 測 図(1:80)
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図3011地 区a地 点SB37・43,38,39・47号 掘 立 柱 建 物吐 実 測 図(1:80)
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図3111地 区a地 点SB49,41,44,45・46,36号 掘 立 柱 理 物 吐

TP1,2号 溝状 土鑛,SK1号 土 墳,SE1号 井 所趾 実 測 図(1:80)
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図32 II地 区a地 点SKB1～13号 木 棺 墓 実 測 図(1:40)
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図33 II地 区b地 点 遺 構 全 体 図(1:600)
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図3411地 区b地 点 遺 構 分 布 図(1)(1:200)
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図3511地 区b地 点 遺構 分 布 図(2)(1:200)
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図3611地 区b地 点SI11・12号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図3711地 区b地 点SI13～15号 住 居 趾 実 測 図(2:80)
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図3811地 区b地 点SB17～19号 掘 立柱 建 物趾 実 測 図(1:80)
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3 III地区 の概 要

a概 要

旧南原西丘陵 と呼称 した地 区で、舌

状 台地的 な地形 を呈 している。

本地 区は昭和63年 お よび平成2年 の

2か 年 に分 けて発掘調査 した。63年 調

査地 点(図39a地 点)は 最 も平坦 な場

所 を調査 して、弥生中期竪穴住居:吐1

軒、同後期 の住居趾7軒 を検 出 した。

平成2年 の調査 では、それに接 した東

側 部分(b地 点)の 約700m2お よび第二

次造成にかか るc・d地 点の を調査 し

た。なお、a地 点 とc・d地 点の間は

作物の関係 があ り、結局最:後まで調査

す ることがで きなか った。

b遺 構

発見 された主な遺構は弥生中期竪穴

住居趾3軒 、後期住居趾11軒 、掘立柱

建物:吐11棟 、井 戸趾1基 で ある。

竪穴住居趾 中期 の住居趾 は他地 区

同様 に円形プ ランである。後期 は小判

形及び隅丸長方形プランで ある。後期

末か ら古:墳時代初頭 に位置付け られる

と推定 され る住居趾 は2軒 あるが(SI

32・33)、 長方形ない し方形であ る。

一

図39111地 区 主 要 遺 構 分 布 図(1:1,000)

弥生時代 中期 につ いては遺存状態 は良 くないがSI18に つ いて説 明を加え る(図46)。 径530cmの ほぼ円

形プランを呈すが、南側 は破壌 されて不明であ る。残存部には周溝がめ ぐる。ほぼ 中央に径30cm、 深 さ20

cmの 土坑が ある。柱穴数 は不規則であ り不明であ る。 なお、掘立柱建物趾SB21に 床 面の一部が壌 されて

い る。後期住居趾 は遺存状態が良好 で、典 型的なプランがあ る。SI21・22の プランは、短軸側が直線部

分 のない小判形 を呈 し、主柱穴5本 、出入 りロピッ ト1対 、入 口右側 に貯蔵穴 と推定 される土坑 など、規

則的 ・企画的 な配置である(図47・48)。 また、SI23・25は 小判形住居 よ り長軸が短い、隅丸長方形のプ

ランを呈す る(図48・49)。 小型化 した分主柱 穴 も5本 か ら4本 となるが、出入 りロピッ トや貯蔵穴の配置

は同様 である。なお、SI32は 方形 のプランを呈 している(図50)。 以上、後期住居趾 は3タ イプの形態が

存在す るが 、甕 型土器 の球胴化や北陸系土器の流入などか らほぼ説 明 した順 に変遷 してい くもの と考 えら

れ る(図40)。

掘立柱建物趾 所属時期が明確 な もの として、SB55で は中期壺が完形で出土 している(図52)。

井戸趾(図54・SE1)径2m、 深 さ2.4mを 測 る。覆土 中よ り中期 ・後期 の土器 片が出土 してい るの

で、弥生後期 もし くは後期以降に位置付け られ ると思われ る。
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弥生時代中期

図40111地 区 遺構 ・甕 の 変 遷 .
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41図 III地 区 全 体 図(1:600)
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図42111地 区b地 点 邊;構分 布 図(1:200)
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図43111地 区a地 点 遺 構 分 布 図(1:200)
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図44111地 区c地 点 遺:構分 布 図(1200)
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図45111地 点d地 点 遺構 分 布 図(1一:200)
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図46111地 区SI18・19号 位 居 趾 実 測 図(1:80)
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図47111地 区SI20・21号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図48111地 区SI22・23号 住 居趾 実 測 図(1:80)
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図50111地 区SI32～34号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図51111地 区SI35・36号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図52111地 区SB48～50,54～57,72号 掘 立 柱 建 物 趾 実 測 図(1:80)
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図53111地 区SB10,27,127号 掘 立 柱 建 物 趾 実 測 図(1:80)
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・図54111地 区SK1号 土 坑
,SE1号 井 戸趾 実 測 図(1:40)
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4 N地 区の概要

a概 要

平坦 面が少ない ものの馬の背状 台地が長 く続いてい る。昭和63年 の調査地 区は台地の高位 で、第1次 造

成分の北端 であったが(図55a地 点)、2次 造成分 で台地 の中央か ら末端面 までの大半が削平 され るこ と

となった(図55b、c、d地 点)。

a地 点では弥生時代 中期 の竪 穴住居趾2軒 、及び掘立柱建物趾10棟 を検 出 した(図55)。

b地 点では竪穴住居趾:4軒 、掘立柱建;物趾7棟 が密集 して検 出されてい る(図57)。 時代 的にはSI40号

住居趾 のみ弥生時代後期 であ り、他 の住居趾 は中期 に比定 される。

c地 点は約5,000m2の 広 さを調査 した。東西に小支 谷が入 り込み、平坦面 は狭い。遺構 では弥生時代 中

期の竪穴住居趾2軒 、掘立柱建物趾14棟 、木棺墓94基 を確認 している(図58～60)。

d地 点は、本地 区の丘陵が低地 に接す る部分 で、緩斜面 となっそい る。かつて土地所有者が天地返 しを

行 った との ことであ り、テフ ラ層 まで破壌 されている部分が 多 くあった。発見 された遺構 は掘立柱建物吐

3軒 、土坑2基 、溝状土坑3基 となっている。

b遺 構

検出 された遺構 は、弥生時代 中期住居趾7軒 、後期住居趾:1軒 、掘立柱建物趾32棟 、土墳墓94基 ほかで

ある。

木棺 墓 ここで注 目され るのは94基 確認 された木棺墓 であ る。大別 して長軸 が南北 ・東西の二方向があ

り、そのほかの もの も斜 面に直行乃至平行 している。配置は南側 の谷開 口部に対 して弧状に、ほぼ等高線

にそって まとま りを有 してい る。一部 に木棺墓 同士の切 り合 いがあ り、さらに掘立柱建 物趾 に切 られてい

る木棺墓 もある。 したが って、若干 の時期差 が存在 して いるもの と考 え られる。構造的には、木 口痕 のみ

を有す るものが大半 を占め、若干 の くぼみ を有 した木棺墓は10基 、そのほか木 口痕の認め られない土籏墓

は5基 存在 している。木 口痕 のみの ものは、約20cmの 表土直下 で露呈 して しま うためで、表土 の流 出や耕

作 によ り壁 が破壌 されて しまったため と考 え られる。 しか し、確認面 よ り」廣底 まで30cmあ る土」廣墓 も存在

す る ところか ら、木棺墓 は元来掘 り方 自体浅 い ものであ ったのか もしれない。規模 は、木 口痕 間の距離が

200cm、幅75cmの 大型 タイプ と、同60cm幅40cmの 小型 タイプ とがある。出土遺物は、管玉や勾玉 の装飾 品の

みで土器 は木 口痕 に小破 片で混在 的に出土 したのみであ った。管玉 ・勾玉 は5基 か ら出土 して いる。 その

うちの1基 は土堤墓(SKB43)で 、計34点 の管玉が出土 した。他 の4基 か らは1点 か ら36点 出土 し、 さら

にその うち1基(SK69)か らは勾玉1点 が管玉 とともに出土 している(図72)。 なお、木棺墓の方位 ・規模

計測表 は図146に 掲載 してある。

竪穴住居趾 中期 の円形 プラン と後期 の長方形乃至方形 プランの形態が認・め られる。 中期住居趾 はSI

27・28・37・38・39・41・42の7軒 で、SI17・28・41・42号 住居趾 は典型的な円形プ ランを呈する。規

模 は4m～6mで 、周溝がめ ぐってい る。中央に径約60cmの 土坑 を持つ ことも共通 してい る。主柱穴 は明

確 な住居 はないが、SI27号 住居趾(図61)で はP、～P5の5本 と考 え られ る。また、SI37～39号 住居趾

は周溝 を一部に持 つが、プランは隅丸長方形(図62SI37・39)な い しは楕 円形(SI38)で ある。

後期 の竪穴住居趾 はSI40号 住居趾 の1軒 のみである(図62)。 長方形プ ランを呈 し、670×510cmを 測 る

大型 の住居趾 であ る。主柱穴はP、～P,の5本 で、P6、P7は 出入 り口施設の柱穴 と思われる。 また、P8は 貯
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蔵穴であろ う。炉は、奥の主柱穴3本 に囲 まれた中央 に設置 されてい る。床 は明確な貼 り床 ではないが堅

緻 であ る。

掘立柱建物趾は32棟 を数 える。所属時期 は不 明であるが、本台地 で後期住居趾 が1軒 のみ であるこ とを

考慮すれば、その 多 くが弥生中期 に属す るものではないか と考 えている。規模 計測値 は表2に 掲 げた。
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図55 IV地 区 全 体 図(1)(1:600)
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図561V地 区=全体 図(2)(1:600)
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図571V地 区b地 点 遺:構分 布 図(1:200)
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図581V'地 区c地 点 遺 構 分 布 図(1)(1:200)
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図591V地 区c地 点 遺 構 分 布 図(2)(1:200)
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図601V地 区c地 点 遺 構 分 布 図(3)(1:200)

、
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S127

図611V地 区SI27・28号 住 居 吐 実 測 図(1:80)
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図621V地 区SI37・38・39'・40号 住 居 趾 実 測 図(1:200)
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図631V地 区SI41・42号 住 居 趾 実 測 図(1:200)
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齢 郷 木棺墓実測図(1)(1:40)
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図651V地 区木 檀 墓 実 測 図(2)(1:40)
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図661V地 区 木 棺 墓 実 測 図(3)(1:40)

一86一



.図67N地 区構 実 測 図(4)(1:40)
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図681V地 区木 棺 墓 実 測 図(5)(1:40)
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図691V地 区木 棺 墓 実 測 図(6)(1:40)
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図701V地 区木 棺 墓 実 測 図(7)(1:40)
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図711V地 区 木 棺 墓 実 測 図(8)(1:20)
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図72W地 区 木棺 墓 実 測 図(9)(1:20)
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図73W駆SB58-62号 掘立腱 槻 実測函(1:8。)
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図741V地 区SB63・64・67・68・68・73・74～78号 掘 立 柱 建 物 趾 実 測 図(1:80)
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図751V地 区SB79～82,123,69～71号 掘 立 柱 建 物趾 実 測 図(1:80)
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図761V地 区SK1～4号 土 坑 実 測 図(1:40)
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5 V地 区の概要

a概 要

第2次 造成にかか る地 区である。発掘調査 時には南 原

2と 呼称 していた地 区であ る。比較的小規模 な丘陵上 に

あ り、平成2年 度に約3,600m2を 調査 した。表 土が約20

～30cmと 浅 くその直下は漸移層 がな く、黄褐 色テフ ラ層

となる。遺構は この面で検 出 したが、林檎植栽 に よる坑

や深耕機械 による掩 乱 ・削平があ り、遺存状態は悪 か っ

た。遺構 は、台地の平坦 面か ら斜 面にかか る部分におい

て発見 され、平坦面 にお いては掘立柱建物趾 が切 り合 い

をもって発見されている(図77)。

b遺 構

検 出された遺構 は、竪 穴住居趾、12軒(中期8、 後期4)、

掘立柱建 物趾41軒 、土坑6基 ほかであ る。

竪穴住居趾 中期住居趾 はSI48・52を 除 き周溝 ・ピ

ッ トのみの検出で、床 面 も破壌 されてい る例が 多い。 プ

ランは円形 ない し楕 円形であ る。

灘蹴欝騰 藻鍵lll
く出土 している。 また、SI46号 住居趾 では、床面直上

か ら潰れた土器 ・炭化材 も出土 している。主柱 穴はSI

46号 住居趾(図85)の よ うに4本 と考 えられ、貯蔵穴等 の

ピッ トも他地 区の後期 住居趾 と同形態であ る。ただ し、

出入 り口施設 と思 われ るピッ トは、2本1対 であったの
図77V地 区 主 要 遺 構 分 布 図(1:1,000)

が 、本例 お よびSI47号 住居趾 とも4本1対 となっている。 また、SI47号 住居趾 は、形態 ・規模 ともS

I64号 住居趾 と同様 であるが、主柱穴 は5本 もし くは7本 之 多い(図87)。

掘立柱建物趾(図90～94)。 中 ・後期の時代 識別 は十分 に行 っていないが、竪穴住居趾 に比 して異常に

多いこ とが指摘 される。

土坑(図95)隅 丸長方形 ない し楕 円形で、深 さが110cmあ る。坑底は平坦 である。掘立柱建;物趾 内に

存在す るが、掘立柱建物 と関係す るものではな く狩猟用の落 とし穴ではないか と考 え られ る。出土遺物 は

ない。
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弥生時代中期

図78V地 区住居趾プランと出土土器
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図79 V地 区 全 体 図(11:600)
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図80V地 区 遺:構分 布 図(1)(1:200)
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図81V地 区 遺 構 分 布 図(2)・(1:200)
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図82V地 区 遺 構 身 布 図(3)(1:200)
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図83V地 区遺 構 分 布 図(4)(1:●200)
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S143

S144

図84V地 区S143・44号 住 居趾 実 測 図(1:80)'
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S145

S146

図85V地 区SI45・46号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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S146

図86V地 区SI46号 館 趾遺物分布図(1:4。)
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S147

図87V地 区SI47・48号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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S149

図88V地 区SI49号 住 居 趾 遺 物 分 布 図 ・実 測 図(1:40 ,1:80)
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S150

図89V地 区SI50～53号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図90V地 区SB83～91号 掘立柱雛 実測図(1:80)
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図91V地 区SB92～99号 掘 立 柱 建 物趾 実 測 図(1:80)
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図92V地 区SB100～107号 掘 立 柱 撃 物嫉 測 図(1:80)
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図93 V地 区SB108～113号 掘 立 柱 建 物趾 実 測 図(1:80)
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図94 V地 区SB114～122号 掘 立 柱 建;物趾 実 測 図(1:80)
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図95V地 区SK1・2号 土 坑 実 測 図(1:80)
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6 VI地 区の概 要

a概 要

工業団地造成 にかか る市道の付 け替 え工事 に伴 うもの

で、調査 時には道路 区(D区)と 呼称 していた。この地

区は、平成2年 度 に実施 した。道路幅のみの調査 のため

に国家座標軸 による同一・グ リッ トを使用せ ずに、道路セ

ンター杭 を基準に5mグ リッ トを設定 した。

本遺跡 の主体部 とな る箇所 は発見で きなかったが、全

体 的には東側 の斜面直下 に発達 した谷頭部 で、黒色土に

よって厚 く覆 われていた。遺物 は表土か ら約50cmの 黒色

土中に包含 されていたが、遺構等は確 認困難 で掘立柱建

物趾3棟 を検 出したにす ぎない。 また、遺物が集中 して

出土す る地点が10箇 所程度 で確認 されている。すべ て弥

生中期 に所属 す るもので、 ミニチュア土器 も含 まれ る。

b遺 構

掘立柱建物趾3棟 検出 してい る(SB51・52・53)。

SB51・52は 重複 して いるが、新 旧の関係 は不明である。

SB53を 含めいずれ も1間 ×3間 の規模 であ る。遺構内

よ り遺物の出土 は認め られなかったが、本地域か ら弥生

中期 以外の遺物 は認め られないので、 これ らの掘立柱建

物趾 も弥生 中期 に属す る可能性が高い。

図96VI地 区 主 要 遺;構分 布 図(1:1,000)
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図97VI地 区遺 構 分布 図(1)(1:200)

一117一



図98VI地 区 遺構 分 布 図(2)(1:200)
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図99珊 地 区SB51～53号 掘 立 柱 建;物趾 実 測 図(1:80)

一119一



7 Vd地 区の概要

a概 要

平成3年 度に調査 した地区である。

b遺 構

検 出された遺構 は、弥生時代 中期 以

前 の溝状 ピッ ト(PT)131基 、弥生時代

中期 の竪穴住居趾2軒 、同時期 と思わ

れる土堰 墓(木 棺墓)30基 、掘立柱建 物

趾 棟 、落 とし穴 と思 われ る土坑2基

ほか である。

溝状 ピッ ト 時期 の判 明す る遺物が

ないが、TP121はSI26号 住居趾の床

面に覆われて いたので明 らか に弥生 中

期 以前である。 また、TP46よ り無茎

石鍛 が出土 して いるが、弥生 時代 の無

茎石鍛 は当遺跡 においては認め られ な

いことか ら縄文時代の可能性 が大 きい

と思われる。 なお、 ピッ トは9例 認め

られ るが、切 り合 い関係や 、それぞれ

の形態に若干 の相違が認め られ る。 図

100のA・B列 はそれ ぞれ類似 し、長軸

が比較的短 く、間 隔も狭いのが特徴 的

である。C列 は大型で上面が広が る形

態で、D列 は間隔が長い。E・G列 は

断面が内湾 し、上面が広が る。

図100皿 地 区主 要 遺構 分 布 図(1:1,000)

F列 は短軸の幅が細 く、断面が 内湾 している。1列 は間隔が長 い。 なお、

切 り合 い関係 につ いては、BとCが 切 り合 ってお り、Bが 切 られてい る(TP58・59)。AとDに つ いては、

Dが 切 られている(TP78・79)。 このこ とか らD→A・B→Cの 新 旧関係 にあると判 断され る。そ して、

各列の形態 と新 旧関係 よ り、D・F・H→A・B→C・E・Gと 変遷 した と考 えられる。

竪穴住居趾2軒 発見 されてい る(SI9・SI26、 発掘 時は南原3SI1・SI2)。 いずれ も円形 ない し

楕 円形プ ランを呈す る。SI9はTP125を 壊 して構築されている。中央土坑 とその南側に炉 と思われる焼土が

存在 している。SI29は 、TP121を 壊 して その上 に貼 り床 をして構築 している。 周溝が一部で2条 とな り、

拡張 したためか と思 われ る。そのため 当初 は円形 プランであるが、拡 張によ り楕 円形 プランを呈す る。

木棺墓群2か 所 で認め られた。一群は約28基 で;構成 され、TP群 を一部で壊 しながら;構築 されている。

大半は木 口痕 とわずか な掘 り方のみの検出であるが、SKB35の み木口痕は確認 されていない。遺物 は、

SKB1よ り管玉35点 と石鍛1点 、9よ り管玉6点 、20よ り管玉1点 が出土 している。 また、土器破 片 も

わずかに出土 している(138)。
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図101 冊 地 区 全 体 図(1:600)
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図102皿 地 区遺 構 分 布 図(1)(1:200)
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図104皿 地 区 遺 構 分 布 図(2)(1:200)
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図104冊 地 区 遺 構 分 布 図(3)(1:200)
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図105皿 地 区 遺 構 分 布 図(4)(1:200)
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図106町 地 区遺 構 分 布 図(5)(1:200)
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図107皿 地 区 遺;構分 布 図(6)(1:200)
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図108VII地 区 遺 構 分 布 図(7)(1:200)
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図109皿 地 区SI9・26号 住 居 趾 実 測 図(1:80)
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図110 皿 地 区SB125～130号 掘 立 柱 建 物 趾 実 測 図
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図111冊 地 区SKB1～10号 木 棺 墓 実 測 図(1:40)
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図112皿 地 区SKB11～20号 木棺 墓 実 測 図(1:40)
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図113 孤 地 区SKB21～32号 木棺 墓 実 測 図(1:40)
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図114孤 地 区sKB33～46号 木 棺 墓 実 測 図(1:40)
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図115皿 地 区TP1～17号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図116皿 地 区TP18～32号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図117皿 地 区TP33～46号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図118 冊 地 区TP47一 一161号溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図119 冊 地 区TP62～80号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図120 皿 地 区TP'82～95号 溝1状土 坑 実 測 図(1:80)
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図121 皿 地 区TP96～108号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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図122冊 地 区TP'109～132号 溝 状 土 坑 実 測 図(1:80)
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8 出 土 遺 物

は じ め に

小泉遺跡1～ 田地 区 よ り出土 した遺物は、弥生時代 中期 よ り同後期末 までの土器 を中心 とした ものであ

る。本稿 では各地 区別 ・遺跡別 に土器 を中心 として略述す るこ ととした。掲載 した土器 は、略完形土器お

よび図上復元可能 な土器 に限定 し、遺構 の所属時期 を明 らか にす るために若干の拓影 図 も掲載 した。 中期

の竪穴住居趾 出土土器 は床面直上 に限 っているが 、耕 作土直下が床 面 とな る場合 が多 く、必ず しも一括遺

物 とはいえない。一方 、後期竪穴住居趾 の場合 は掘 り込みが深 く、 またピッ ト内 よりの出土遺物 も多いた

めに 多分 に一括性 を有 してい ると考 えられる。

なお、石器 ・石 製品 ・土製 品につ いては表 に掲載 したので、本文 では特別の製品以外は省略す る。

aI地 区出土遺物

中期の土器

SI7号 住居趾 出土土器(図124)土 器は甕形土器1点 のみであ る(28)。 口唇部 に縄文 を施文 し、頸部以

下には縄文施文のの ち縦方向の区画 を施 している。 さ らに、胴部 中央部には指頭 による円文 を施 している。

SI10号 住居趾 出土土器(図125)ピ ッ ト内に埋納 されて 出土 した土器や その周囲か ら出土 した壺(35・

36)や 甕(37・38・39)が あ る。 壺 は、 球胴形 の胴部か ら緩や かに頸部に立ち上が る細頸壺 で、沈線に よ

る横帯文 が構成 され、棒 状工具(35)や 箆(36)に よる刺突文 が施 される。甕 は無文(37)の ものや 口唇部 の内

外面にわずか に縄文が施 され る小型 品(39)、 口唇部に縄文 を施文 し、頸部か ら胴部にかけて櫛 描横 走羽状

沈線の施 され る ものがあ る(38)。

cII地 区出土遺物

中期の土器

SI8号 住居趾(図124-29～34)、SI12号 住居趾(図125-44)、SB43号 掘立柱建 物趾(図186-186～

189)お よびその他 の遺構(図125-51～53)か ら出土 してい る。

SI8号 住居趾 出土土器(図124)細 頸壺(29)、 広 口壷(34)、 甕(30～33)が ある。(29)は 多段 帯状の文様

を施 している。甕 は区画波状文(31)、 櫛描波状文(32)な どがあ り、 口唇部 には縄文が施文 され る。

SI2号 住居趾土器(図125)ピ ット内よ り出土 した甕i1点 のみであ る(44)。 黒色 を呈 し、縦の羽状沈線

が施文 される。 口唇部 は指頭 によるツマ ミ上げが行 われている。

SB43号 掘立柱建物趾 出土土器(図186)甕(187・189)、 小 型広 口壺(188)が あ る。甕(187)は 横の羽状

文が施文 され、胴部文様帯下端 を箆 による刺突に よ り区画 して いる。 口唇部は、指頭に よるツマ ミ上 げ を

行 っている。(189)は 小型甕で、櫛描波状文 と二孔一対 の緊縛孔がある。

その他 の遺構 出土土器(図125)SI17号 住居趾 お よびSKB13～15木 棺墓 よ り出土 したものである(51～

53)。 昭和63年 度調査 の最終末期 の調査で、降雪 のため一括取 り上 げを行 ったため、所属遺構が不 明瞭 とな

って しまったものである。 なお、SI17号 住居趾 と木棺墓 の新 旧関係 では木棺墓が新 しい。

甕(52・53)は 、ゆる く外反 し胴部 の張 りも少 ない器形 を呈す る。胴部には櫛描波状文が施 され、(53)に

は さらに縦走櫛描 直線文が切 る。(52)の 口唇部 には縄文が施 される。
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後期 の土器

SI3号 住居趾 出土土器(図123)甕(1～5)、 鉢(6～8)、 高杯(9)が あ る。 甕は頸部 やや下 半に櫛

描廉状文、 口縁及び胴部 に櫛描波状文が施 され る(1・2)。(3)は いわゆ る有段 口縁 となる北陸系の土器

である。鉢(6～8)は 内 ・外面 とも赤色塗彩 されてお り、(6)は 二孔一対 の緊縛孔 をもつ。高杯 は脚部の

みの出土であ る。赤色塗彩 されてお り、裾が広が る長い脚である。

SI5号 住居趾 出土土器(図123)壺(25・26)、 高杯(27)が 出土 している。壷(25)は 大 き く口縁が外反す

る器形 を呈 し、頸部 に沈線 による区画文 によ り棒 状工具 による刺突文が充墳 される。高杯(27)は 長 い脚部

で、赤色塗彩 され る。なお、本住居趾か らは太型蛤刃石斧 が出土 して いる。

SI11号 住居趾 出土土器(図125)壺(40)、 甕(41・43)、 高杯(42)が ある。壷(40)は 胴部下半に最 大径 を

持 ち、口縁端が立 ち上 が り受 け口状になっている。頸部にはT字 文が施 され、その下端 に刺突文 のあ るボ

タン状貼付文が ある。 さらに、四単位のT字 文の 中間にはナデによ り直線文 が消去 されたの ち赤 色塗彩 に

よる区画が なされてい る。 したが って、櫛描沈線文で切 るT字 文 と赤色塗彩 の区画文が交互に頸部 を巡り、

八単位 の区画が形成 されてい るこ とにな る。甕(41)は 口縁端が短 く外反 し、単斜 の櫛 描条痕文 が付 されて

い る。形態 ・文様か らも栗林 式土器であ り、本住居趾 に混入 した ものであ ると思 われ る。高杯(42)は 脚部

のみで、広が る形態 を呈す 。

SI14号 住居趾 出土土器(図125)高 杯の杯 部1点 を図示 した(50)。 やや 内湾 しなが ら立 ち上 が り、口縁

が外に折 れる水平 口縁に近 い形態 を示 し、全面赤色塗彩 され る。

SI29号 住居趾 出土土器・(図129)壺(104・110)、 甕(105・106)、 鉢(107・108)、 高杯(109)が あ る。壺

(104)は 頸部か ら口縁にかか る一部 のみの図上復元 であるが、頸部 には直線文 を箆 描沈 線文 で切 るT字 文

が認め られ る。胴部下半か ら体部 にかけては、(110)の ように稜 を もってやや コケ る形態 となるようである。

甕 は櫛 描廉状文 のみの もの(106)と さらに櫛描波状文が頸部か ら口縁部に付 される もの(105)と が ある。鉢

(107・108)は やや 内湾 ぎみに 口縁 にいた る形態 で、全面が赤色塗彩 され る。高杯は脚部下半 のみ で詳細は

不 明であ るが、筒状 に伸 びて開 く形態 を呈 している。

後期末 の土器

弥生時代 後期末か ら古墳時代初期 の土器である。

SI4号 住居趾 出土土器(図123)壺(10・11・24)、 甕(12～19)、 高圷(21)、 鉢(23)な どがある。一部(19)弥

生時代 中期 の土器が混入 してい るが、他は一括土器 と考 えられる ものである。壺は、赤色塗彩 され、(11)

は装飾が施 され るいわゆ る装飾壺 である。北陸 月影式期 と考 え られ る。

SI13号 住居趾 出土土器(図125)甕(45～47)、 鉢(48・49)が ある。(45)は 単純 に 「く」の字状 に外反す る甕

で、内外面 ともにハケ調整が行 われてい る。(46・47)は 廉状文 と櫛 描波状文が施文 され る。 口縁の外反の

度合 いは小 さ く、胴部の肩 の張 りも弱い。(48)は 小型台付 き鉢 である。有段 口縁 を呈 し、内湾 ぎみの小 さ

な脚部がつ く。内面はヘ ラケズ リ調整が行 われている。鉢(49)は 赤色塗彩 のされない有孔鉢で、内湾 ぎみ

の口縁形態 をとる。

その他 の遺物(図113)SI1号 住居趾 の炉内 よ り炭化 した木製 品が 出土 している。流水紋 と雷紋が表裏

に彫 られてい る。製 品名は特定 で きないが、紡織具 の可能性 もある。発見時には もう少 し長か ったが、取

り上げ時に破 損 して しまった。ただ し、文様等 は認め られな く、文様が彫 られている部分は図示 した部分

のみであ った。

cIII地 区出土遺物

弥生時代中期の土器
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本地区の 中期 の土器 は、SI18・34・35の3軒 よ り出土 した ものおよびSB55出 土土器 がある。

SI18号 住居趾 出土土器(図126)櫛 描の斜格子 目文 と刺突文の施 された甕 形‡器 があ る(54)。

SI34号 住居趾 出土土器(図137-256～272)箆 状工具 による横 走沈線文の区画に より、その間 を縄文 ・

刺突文 で充墳す る壺(261)、 櫛描波状文の甕(268)な どがみ られる。 なお、(272)は 蓋 である。

SB55号 掘立柱建物吐 出土土器(図134)ピ ッ トよ り完形の壺が 出土 してい る(191)。 無花 果 形 を呈 す

る細頸壺 の優 品である。黒色 を呈 し、口唇部及び頸部上端に刺突文が施文 され、頸部 は無文帯 となる。 そ

して胴部では多段帯 を形成 し、平行沈線 による区画 内を縄文 あ るいは櫛描文で充填 している。

弥生時代後期の土器

壼 ・甕 ・鉢 ・高杯等 のすべてがセ ッ トで出土 した住居吐 は ないので、各住居趾 ごとに特徴 的な土器 につ

いて説 明を加 える。なお、後期 の住居吐 は掘 り込 みが 明確で 、遺物 も床 面直上の略完形品が多 く、一括性

が高い と考 え られ るものである。

SI19号 住居趾 出土土器(図126)壺(55)、 甕(56～58・60)、 鉢(59)が ある。壺(55)は 赤色塗彩 がな され

ず、頸部 に箆切 りT字 文 が施 される。甕(56～58)の うち、器形の判明する(56)は 球胴形 を呈 し、頸部 に簾

状文が施文 され、胴部及び 口縁端 まで櫛 描波状文が施文 される。 なお、(60)は 台付甕 の脚部 と思われ る。

SI20号 住居趾 出土土器(図126)壺(61)、 甕(62～64・66)、 高圷(65)、 鉢(67)が あ る。壺(61)は 赤色

塗彩 された胴部 のみ の図上実測であ るが 、頸部 に箆切T字 文 がわずか に認め られる。甕 の(64)は 丸みのあ

る胴部か ら』 く』の字状 に外反 し、 口縁端がやや 内湾す る。最大径 を胴部のほぼ 中央 にお き、頸部には簾

状文 、口縁部及び胴部 には櫛 描波状文 が充填 され る。(66)は 台付甕 の脚部であろ う。高‡不(65)は 口縁部 で

水平 につばが付 され、やや 内屈 した 口唇部 となる。全面赤色塗彩 される。

SI21号 住居趾 出土土器(図127)壺(68～72)、 甕(73～77)、 高圷(78～82)と 数量 的には豊 富であ る。

壺は赤 色塗彩 され るもの(69・70)と されない もの(68・71)が ある。文様 は櫛 描文 で切 るT字 文(68)と 箆切

T字 文(69)お よび頸部か ら口縁部 にかけて斜格子状沈線 の施文 され るもの(71)と がある。甕 は、櫛 描波状

文 と簾状文 で充fさ れ るものがすべてであ るが、器形 は口縁部に最 大径 を有す るもの(73・74)と 、口縁の

外反が弱 く胴部 に最大径 をもつ もの(74)な どがあ る。高杯 は、やや長 めの脚部 とほぼ直線的にのびた深め

の杯部 を もち、口縁部が水 平に折 れる形態の ものであ る(78)。(79)は さらに明確 な鍔状 となる。

SI22号 住居趾 出土土器(図128)甕(83・84)、 鉢(85～87)、 高 不(88兜89)が ある。甕(83)は 櫛 描波状

文 と簾状文が施文 され、最大径は胴部 中央 にあ る。なお、(84)は 口唇部 がやや内側 につ まみ上 げ られ、そ

の部分 に も櫛 描波状文が施文 され る。鉢(85～87)は 、全 面が赤色塗彩 され口縁端がやや 内湾す る。高杯 は

筒状 に伸 びて開 く脚部(88)と 、直線的に開 き口縁部が水平 に屈 曲す る圷部(89)が あ る。いずれ も赤色塗彩

され る。

SI23号 住居趾 出土土器(図128)壺(90～92・95)、 甕(94)・ 鉢(93・96・97)が あ る。壷(90)は 、口縁

が朝顔状 に大 きく開 き口縁端がやや 肥厚す る形態 で、頸部には櫛描直線文が施文 され る。(92)は 中期土器

で、混入品であろう。甕(94)は やや長めの口縁 で、口縁端がつ まみ上 げられやや内湾 しその部分 にも櫛 描

波状文が施 される。鉢 は一括 しているがそれぞれ形態が異な る。(93)は 口縁 内湾鉢 で、 注 ぎ 口が あ る。

(96)は 有孔鉢 、(97)は 赤 色塗彩 され た鉢 で、二孔一対の緊縛孔がある。

SI25号 住居趾 出土土器(図128)壺(101)、 甕(99・100)、 有孔鉢(102)が ある。壷(101)は 赤色塗彩 さ

れ、頸部 に直線文 に櫛 描沈線文 が切 るT字 文 が施文 され る。甕(99)は 簾状文が頸部 をめ ぐり、 口縁部 ・胴

部 ともに櫛 描波状文が充墳 され る。有孔鉢(102)は 赤色塗彩 されず、口縁端がやや 内湾す る形態 を呈す る。

この他土製匙形土製 品が 出土 している(103)。

SI30号 住居趾 出土土器(図130)壺(111・112)、 甕(113)、 鉢(114～116)、 高杯(117)が 出土 している・
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壼 は内面のみに赤色塗彩が施 され るもの(111)と 内ぺ外面 ともに赤色塗彩 されない もの(112)が あ り、前者

は頸部 に櫛 描直線文 、後者は それに櫛描 沈線文が切 るT字 文 が施文 され る。 甕(113)は 口縁 部に部分 的に

櫛描波状文が、頸部 には簾状文が施文 される。鉢 は、有孔鉢 の(114うは赤色塗彩 されず 、(115)の 内 湾 鉢

には全面赤色塗彩 され る。高杯(117)は 水平 口縁 とな るもので、全面赤色塗彩 されている。

SI31号 住居趾 出土土器(図129)鉢(118)お よび蓋(119)が 出土 してい るが、一部分の調査 であったた

め土器の様相 につ いては不明瞭 であ る。

SI36号 住居趾 出土土器(図130)壷(127・128)、 甕(129・130)、 鉢(131)、 蓋(132)、 高杯(133)が あ

る。 この うち蓋(132)は 中期 栗林式土器 であ り、本住居趾 に混入 品 として入ったものである。壺 は赤色塗彩

されてお り外反 しなが ら立 ち上が り受け口状の形態 を呈す る。櫛 描直線文 が施文 され るもの(127)と 箆 切

T字 文が施文 される もの(128)と が ある。甕はいずれ も簾状文 と櫛 描波状文が充墳 され るが、'(130)に は

簾i状文直下にボタン状貼 り付 け文 も付 される。高杯(133)は ゆる く内湾 しながら立ち上が り、口縁部が大 き

く屈 曲 して水 平 口縁 に近 い形態 を示す。

弥生時代 後期末の土器

SI32号 住居趾 出土土器(図129)甕(120・121)、 蓋(122・125)、 高杯(123)、 小型手捏土・器が ある。甕i

は くの字状に外反 した口縁が ほぼ直立 ぎみに立 ち上が るいわゆ る北陸系の有段 口縁 を持つ もの(120)と 箱

清水系の櫛 描波状文 ど簾状文 の組み合 わせ によるもの(121)の 二者 がある。

dIV地 区出土遺物

中期の土器

SI37号 住居吐 出土土器(図130)壺(134～136)、 甕(137)、 鉢(138)が 出土 している。(134)は 受け口

状 の壺 と思われ る。縄文 を地文 として、沈線に よる波状文が施文 され る。(135)は(134)と 同様 の文様構成

であるが、器 形は細頸壺 とな る。(136)は 多段 帯状 の文様 を構 成す る細頸壺であ る。

SI38号 住居趾 出土土器(図130)壺(141)、 甕(139・140・142)が あ る。(141)は 細 頸壺 の頸部 で、凸

帯部に刻 み 目が施 され る。甕 は:横の羽状沈線が施文 され、(139)は 羽状の交 点に、(140)は 文様帯の区画 と

して下段 に刺突文が施文 され る。

SI39号 住居趾 出土土器(図130)甕 が2点 出土 して いる(143・144)。(143)は 横 の羽 状 沈線 で胴部文

様帯が、口唇部 に縄文 が施文 されている。小型の(144)は 口唇部のみ縄文が施文 される。

SI41号 住居趾 出土土器(図131)壺(141)は 細頸壺 で、多段帯状 の文様 を構成する。無頸壷(148)は 四

方に山形文 を配す る区画文 で、6単 位 の交点 に隆起線文が垂下す る。一見連続 した菱形重 ね文風 にみえる。

また。 口唇部 との区画には2本 の隆帯文 がめ ぐり、その上に箆 状工具 による刻み 目が施 され る。なお 、口

唇部には二孔一対の緊縛孔 を持つ。

その他 の遺構 出土土器(図134-193～199)SI28号 住居趾 に近接 したピッ ト内より潰れて押 し込まれ た

状況で多 くの土器が出土 した。SI28号 住居趾 と関係す るものであ るか どうかは不明である。

出土土器には、壺(193～196・199)、 甕(198)、 鉢(198)が あ る。壺の(193)は 、口唇部 に縄文 を施文 し、

頸部 は無文帯 とな る細頸壺 である。(194)は 、球形 の胴部に箆描直線文により多段帯 を形成 し、その間 を櫛

描 直線文 によ り充填 している。(195)の 広 口壺 は、口唇部 に縄文、頸部 に箆 描直線文 とその中に刺突文の充

墳 、胴部には縄文 と箆 による肋骨文 ・刺突文及び円形浮文 が施文 され る。(196)は 箆描直線文 と山形文 、

その間 を縄文 が施文 され る。 甕(197)は 、 口唇部に縄文 を施文 し、胴部には横 走羽状沈線 とその下端 には

刺突文が施文 される。鉢(198)は 直線 的な逆台形 を呈す る。
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後期の土器

SI40号 住居趾 出土土器(図131)朱 塗 りの小型鉢(145)と 蓋(146)が あ る。

その他 の遺物(図142)木 棺墓 よ り管玉 ・勾玉が発見 されてい る。長 さ5～15mm、 径:3mmで 、石 材はす

べて碧玉製である。勾玉はSKB69よ り1点 出土 してい る(33)。 そのほか石 包丁(図141-20)は 、SK1よ り

出土 しているが 、 自然面 を残すな ど未製 品 と思われ る。

eV地 区出土遺物

中期 の土器

住居趾 は8軒 検 出 して いるが、ほ とんどが破壊 されてお り図示で きる資料 は少 ない。SI48出 土土器(167

～,171)、SI50出 土土・器(185)に ついて説明 を加 える。

SI48号 住居趾 出土土器(図132)甕(167～169)お よび蓋(170・171)が ある。(167)は 単斜 の櫛描条痕

文が施文 されている。(168)は 胴部文様帯は不明であ るが 、口唇部 に縄文 を施 したのち、指頭で ツマ ミ上 げ

て いる。(169)は 赤彩 された甕 で、頸部 に簾状文 が施文 され る。

SI50号 住居趾 出土土器(図133)壷(185)は 小 型の細頸壺 でぐ 口縁部 と胴部下半 を欠 くが 無文 と思 わ

れ る。

その他の遺構 出土土器(図134-200～205)調 査 区の東端(図78・SB117号 掘立柱建物趾東)よ りま とま

って出土 した ものである。台地 がやや東側 に傾斜 を増す部分で、明確 な遺構は検 出 され なか った。

出土遺物 には、壺(200・202)、 甕(201・203)、 ミニチュア土器(205)が ある。壺 のうち(200)は 胴部が無文

の もので、(202)は 頸部に縄文 を地文 として箆描 直線文が施文 される。同一個体 ではないが器形等 は似てい

る。 甕 は縄文が施文 され るもので、(202)は 頸部 にわずかな無文帯 をつ くるのに対 し、(203)は 口唇 部か ら

胴部 まで縄文 が充愼 され る。 ミニチュア土器は、縄文 に箆 描直線文 ・波状文が施文 されてい る。

後期の土器

SI44号 住居趾 出土土器(図131)甕(153)、 鉢(154)が 出土 している。甕 は最大径が 口縁 にあ り、簾i状

文 ・櫛 描は縄文が施文 されている。鉢は全面赤塗彩 された逆台形 を呈す。

SI46号 住居趾 出土土器(図131)本 住居趾 出土土器 は、 図示 したものの多 くが住居床 面か ら潰 れたよ

うな状態で出土 したものである。土器には、壺(155～158・160・161)、 甕(159)、 鉢(162)が ある。壺は、

受け 口状 の 口縁 を呈す る壺(155・156・158)と そのまま外反す る形態の壺(157)が あ る。(155)は 頸部に刷

毛 目調 整ののち櫛 描T字 文 が施 され る。(157)は 文様のない赤彩土器 で、胴部下半で稜 を作 出 し直線的に

底部 に収 束す る。(160)は さらに胴部下半 がコケ る形態であろ う。(161)は 外来系の壺 で、胴部が大 き く張

り出 して押 しつぶれた ような形態 を呈す る。 甕 の(159)は 肩が張 り胴部上半 に最大径 をもつ もので、 口唇

部は面取 りが行 われ る。簾i状文及び櫛描波状文が充填 される。 鉢(162)は 有孔鉢 で、 内面はヘ ラ削 りが行

われ る。全体的には箱清水式土器群 の最終末的 な様相 を示 している。

SI47号 住居吐 出土土器(図132)壼(165・166)、 甕(163・164)が 出土 している。壺は赤 色塗彩 された

受け 口状 口縁(165)と 胴部下半か ら底部 にいたるもの(166)が ある。甕 は、直立 ぎみに立 ち上 が りやや 外反

し、櫛描波状文が施文 され る(163)。(164)は 口唇部 に刺突文が施文 される ものである。

SI49号 住居趾 出土土・器(図132～133)本 住居趾 出土土器は、住居趾南側 よ り一一括廃棄 された状況 を呈

してお り、廃絶 された住居の くぼみ内に中央に向か ってず り落 ちたよ うに出土 した。 したが って図示 した

資料 も、その ままの状態 で出土 した ものは な くば らば らに離れていた ものが接合 した ものである。土器に

は、壷(172～177)、 甕(178～181)、 鉢(182)、 高杯(183・184)が ある。壺は赤色塗彩 されるもの(174・175)

とされ ない ものがある。 口縁形態は受け 口状 口縁 となるもの(173・174)と 思 われ、(172)も 受け口状 とな
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っている。施文 は、櫛 描直線文 のみの もの(173)が1点 あるが 、他は箆切 りT字 文が施 され る(172・175・

176)。 胴部下半 は明確 に稜 線 を形成す る(172)と ゆ る く収束す る(177)が あ る。甕 は、口縁部が肥厚 し折 り

返 し状 口縁 となる もの(178)が あ る。施文は、簾状文 と櫛描波状文であ るが、(179)の み簾状文 とな らず直

線文 となっている。鉢(182)は 口縁部が面取 りされた逆 台形 を呈す。 高圷 は、 内湾 しなが ら口縁 とな るも

の(183)と 水平 口縁 とな るもの(184)と が ある。

fV【 地 区 出 土 遺 物(図136)

VI地 区において掘立柱建物趾 以外明確 な遺:構が確認 できなか った。遺物 は、調査区内において平 面的分

布に若干 の粗密 はあるもののほぼま とまって出土 してお り、W地 区全体が遺物集中地 点 として考 え られ る

のである。

出土土器 は、壺(206～213・216～217)、 甕(218～221)、 小 型無形壺(214・215)が ある。壺は、文 様別 に

は頸部か ら胴部 にかけて懸垂文 が描かれ るもの(206～209)、 多段帯状 の文様 を持つ もの(210・216)と が あ

る。 口唇部 は、箆 状工具 に よ り刻み を施す もの(1)と 縄文 を施す もの とがあ る(209)。 なお、 縄文 帯 は沈

線 区画後に充填 している。甕 は横 の羽状文 を施文す るもの(218)、 単斜方向への櫛描条痕 を施す もの(219)、

縄文がわずか に施 され るもの(220)、 無文の もの(221)が あ る。 口唇部は縄文 を施 した後、指頭 に よるツマ

ミ上 げを行 うもの(218)と 縄文 を施 した もの(219・220)な どがある。小型無形壺 は沈線に よる区画のの ち、

縄文(214)あ るきは刺突文(215)を 充墳 している。

g孤 地 区 出 土 遺 物

本地区では竪穴住居趾2軒 が発見 されているが、図示で きる資料は少ない。SI9号 出土土器で は、 ミ

ニチュアの壺形土器が出土 している(図133-186)。 沈線によ り多段帯状の施文 を行 い、櫛状工具の1本 を

挿入 して内面 を形成 しただけの非実用品である。

なお、木棺墓 よ り出土 した土器(図138-298～305)は 、いずれ も埋 納 したものではな く埋土 に混入 した と

思われ るものである。いず れ も栗林式土器 の範疇 に入 る。
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図123出 土 遺 物(1)
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図124出,土 遺 物.(2)'
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図125出 土 遺 物(3)
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図126出 土 遺 物(4)
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図127出 土 遺 物(5)
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SI22(III地 区)

図128出 土 遺 物(6)
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SI29(III地 区)

図129出 土 遺 物(7)
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Sl36(III地 区)

図!30出 土 遺 物(8)
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図131出 土 遺 物(9)
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1図132出 土 遺 物(10)
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SI49(V地 区)

図133出 土 遺 物(11)
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SB43(II地 区)

図.134出 土 遺 物(12)
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VI地 区

図135出 土 遺 物(13)
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その他の地点

図136出 土 遺 物(14)
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図137出 土 遺 物(15)
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・図138出 土 遺 物(16)
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図139出 土 遺 物(17)
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図!40出 土 遺 物(18)
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図141出 土 遺 物(19)
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図142出 土 遺 物(20)(1:1)
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図14311地 区SI1号 住 居趾 出土 杢 製 品(1:1)

図144 紡錘車実測図(1:2)
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II地 区

N地 区

田 地 区

図145木 棺墓規模 ・方位表
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表3竪 穴住居趾規模計測表

地区名
住居趾

番 号

(SI)

所属時期 平 面 形 態
規 模(cm)

炉 の 位 置

主柱
穴の

数

そ の 他 の 遺 構 等
長径 短径 壁高

II 1 弥生後期 長 方 形 420 390 16 奥 柱 間 4 貯蔵穴

II 2 弥生後期 隅丸長方形 410 360 5 不 明 4

II 3 弥生後期 小 判 形 680 500 20 奥 柱 間 4

II 4 弥生後期 不 明 410 5 不 明

II 5 弥生後期 長 方 形 (640) (480) 30 奥 柱 間 4

II 6 弥生後期 長 方 形 (660) 奥 柱 間 4

1 7 弥生中期 円 形 (560) (560) 不 明 周 溝

II 8 弥生中期 楕 円 形 580 520 15 中央 付近 6 中央土坑、周溝

皿 9 弥生中期 楕 円 形 500 440 15 中 央 南 不明 中央土坑 、周溝

1 10 弥生中期 円 形 780 780 南 寄 り 9 周溝3本

II 11 弥生後期 長 方 形 620 500 20 不 明 4 一部周溝

II 12 弥生中期 円 形 590 (590) 不 明 6 中央土坑

II 13 弥生後期 方 形 430 430 30 不 明 4

II 14 弥生後期 (長方形) (450) (380) 10 奥 柱 間 4

II 15 弥生後期 長 方 形 640 (480) 20 奥 柱 間 4 出入 ロピッ ト、貯蔵穴

1 16 弥生中期 円 形 (460) (460) 一

II 17 弥生中期 円 形 (640) (640) 不 明 中央土坑 、周溝

III 18 弥生中期 円 形 530 (530) 一 中 央 東 中央土坑、周溝

III 19 弥生後期 小 判 形 600 410 25 奥柱間手前 5 出入 ロピッ ト、貯蔵穴

III 20 弥生後期 (隅丸長方形) 450 10
一部検出

III 21 弥生後期 小 判 形 690 500 20 奥 柱 問 5 出入 ロピッ ト、貯蔵 穴

III 22 弥生後期 小 判 形 770 540 16 奥 柱 間 5 出入 ロピッ ト2、貯蔵穴

III 23 弥生後期 隅丸長方形 520 400 20 奥 柱 間 4 出入 ロピッ ト2、貯蔵穴

III 24 弥生後期 隅丸長方形 360 20 不 明 出入 ロピッ ト2、貯蔵穴1

III 25 弥生後期 隅丸長方形 480 400 32 奥 柱 間 4 出入ロピッ ト2、貯蔵穴1

冊 26 弥生中期 楕 円 形 520 480 10 4ケ 所 5 中央土坑、周溝

N 27 弥生中期 円 形 588 520

o
一 不 明 不明 中央土坑、周溝

N 28 弥生中期 円 形 524 不 明 不明 中央土坑、周溝

II 29 弥生後期 隅 丸 方 形 500 480 20 奥 柱 間 4
一部周溝

III 30 弥生後期 隅丸長方形 500 420 20 奥 柱 間 4 出入ロピッ ト2

III 31 弥生後期 隅丸長方形 (480) 20

III 32 弥生後期 方 形 480 460 20 奥 柱 間 4

III 33 不 明 不 整 円 形 350 330 北 側 不明
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III 34 弥生中期 円 形 600 (600) 不 明 8 中央土坑 、周溝

III 35 弥生中期 円 形 500 500 中 央 東 不明 周 溝

III 36 弥生後期 長 方 形 (460) 340 28 奥 柱 間 4 出入ロピ ッ ト、貯蔵穴

N 37 弥生中期 隅 丸 方 形 420 420 10 奥 柱 間 4,5 周 溝

w 38 弥生中期 不 整 円 形
一 一 不 明 不明 中央土坑

lY 39 弥生中期 長 方 形 420 14 不明 一部周溝

lY 40 弥生後期 長 方 形 670 510 12 奥 柱 間 5 出入ロピ ッ ト、貯蔵穴

N 41 弥生中期 円 形 580 510 中 央 南 5 周 溝

N 42 弥生中期 円 形 400 400 中 央 南 5 周 溝

V 43 弥生中期 円 形 (490) (490) 一 不 明 8 中央土坑、周溝

V 44 弥生後期 小 判 形 (550) 520 20 奥 柱 間 5 出入ロピ ッ ト、貯蔵穴

V 45 弥生中期 円 形 680 (6so)
一

中 央 南 10 中央土坑、周溝

V 46 弥生後期 長 方 形 730 520 30 奥 中 間 4 2対の出入 ロピット、貯蔵穴

V 47 弥生後期 長 方 形 (600) 500 15 奥 中 間 4 2対の出入ロピット、貯蔵穴

V 48 弥生中期 円 形 600 580 15 中 央 周 辺 6～ 中央土坑、周溝

V 49 弥生後期 長 方 形 390 360 30 南 不明

V 50 弥生中期 円 形 (500) (500)
"不 明

不明 周 溝

V 51 弥生中期 円 形 420 (420) 不 明 不明 中央土坑 、周溝

V 52 弥生中期 円 形 420 420
一 不 明 6 中央土坑 、周溝

V 53 弥生中期 円 形 (580) (580) 不 明 不明 中央土坑、周溝

V 54 弥生中期 円 形 一 一 不 明 不明 周 溝
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表4掘 立柱建物趾規模計測表

SBNo. 地区 柱間規模 桁 行m 梁 行m 面 積m2 備 考

1 II区 3×1 4.4 2.45 10.78

2 II区 3×1 5.85 2.45 14.33

3 II区 3×1 3.65 2.25 8.21

4 II区 3×1 4.0 2.6 10.4

5 1区 2×1 3.5
1.85～

2.0
6.74

6 1区. 2×1 3.0 1.6 4.8

7 1区 2×1 2.65
1.9～

2.4
5.7

8 1区 3×1 4.35 2.3 10.01

9 1区 2×1 2.2 1.6 3.52

10 1区 3×1 5.1 2.7 13.77

11 1区 3×1 4.4
2.4～

2.6
11.0

12 1区 3×1 4.6 2.5 11.5

13 1区 4×1 4.5 2.4 10.8

14 1区 3×1 4.65 2.7 12.56

15 1区 3×1 4.2
2.1～

2.2
9.03

16 1区 2×1 3.25 2.4 7.8

17 II区 2×1 3.2 2.2 7.04

18 II区 3×1 4.45 2.5 11.13

19 II区 3×1 7.2 2.65 19.08

20 1区 3×1
4.4～

4.55
2.3 10.29

21 1区 3×1 4.6 2.6 11.96

22 1区 2×1 3.05 .2.25 6.86
一

23 1区 2×1 2.4
2.0一 一一

2.3
5.16

24 IV区 3×1 4.6 2.5 11.5

25 N区 2×1 2.65 2.45 6.50

26 IV区 3×1 4.5
2.25～

2.65
10.1～

27 II区 3×1 4.2 2.35 9.87

28 w区 2×1 2.7 2.15 5.85 '

29 IV区 2×1 3.08 2.26 6.96

30
/

N区 2×2 2.2 2.0 4.4

31 N区 4×1 5.5 2.4 13.2

32 lY区 3×1 4.6 2.2 10.12
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33 IV区 2×1 3.15 2.25 7.08

34 IV区 5×1 6.7 2.4 16.08

35 II区 3×1 4.45 2.55 11.348

36 II区 2×1 4.45 2.65 11.79 SI4(古:墳 前)に きられる

37 II区 2.6

38 II区 4×1 4.9 2.5 12.25

39 II区 2.1

40 II区 1.6

41 II区 2×1 2.75 2.2 6.05

42 II区 2×1 2.6
1.6～

1.75
4.36

43 II区 2.8 弥生中期土器

44 II区 3×1
3.8～

4.05
2.2 8.36～

45 II区 3×1 4.2 2.3 9.66

46 II区 3×1 4.95 2.35 11.63

47 II区 2×1 3.2 2.35 7.25

48 III区 1×2 2.8 1.35 3.78

49 III区 2×1 2.95 2.8 8.26

50 III区 2×1 2.5 2.5 6.25

51 V区 3×1 4.2
2.2～

2.5
9.24～

52 V区 3×1 4.2 2.6 10.92

53 V区 3×1 3.8
1.55～

1.8
5.85～

54 III区 3×1 3.7
2.4一 一一

2.5
8.88一 一一

55 III区 3×1 3.7 2.3 8.51 弥生中期土器

56 III区 3×1 4.5 2.5 11.25

57 III区 2×2 2.45 2.25 5.51

58 IV区 3×1 3.5 2.7 9.45

59 IV区 3×1 4.35 2.4 10.4

60 IV区 2×1 3.0 2.5 7.5

61 N区 3×1 5.2 2.2 11.44

62 IV区 3×1 4.35
2.25～

2.45
9.78～

63 IV区 3×1 4.3 2.15 9.25

64 1V区 3×1 3.2 2.35 7.52

65 1区 2×1 3.05 2.5 7.62

66 II区 3×1 3.5 2.45 8.58,
、
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67 IV区 2×1
2.9～

3.0

2.1一 一一

2.45
6.09～

68 IV区 3×1 4.2
2.2～

2.5
9.24～

69 IV区 4×1 5.85 2.7 15.79

70 N区 3×1 3.85 2.3 8.85

71 N区 2×1 3.1 2.0 6.2

72 III区 2×1 2.7 1.75 4.73

73 N区 3×1 4.75 2.3 10.93

74 N区 3×1 5.9 2.4 12.0

75 N区 3×1 5.15 2.25 11.59

76 N区 3×1 3.85 2.2 8.47

77 N区 3×1 4.6 2.4 11.04

78 IV区 3×1 3.6 1.95 7.02

79 IV区 3×1 3.1 2.2 6.82

80 N区 3×1 4.25 2.35 9.99

81 w区 3×1 3.15 2.45 7.72 弥生中期土器

82 N区 3×1 3.65 2.5 9.13

83 VI区 4×1 5.55
1.95～

2.1

10.82

.一,.,

84 VI区 3×1 3.4 2.2 7.48

85 VI区 3×1 3.95 2.1 8.30

86 VI区 2×1 2.8 1.9 5.32

87 VI区 3×1 4.25 2.1 8.93

88 VI区 2×1 2.65 2.3 6.1

89 VI区 3×1 4.4 2.1 9.24

90 VI区 3×1 3.7 2.15 7.95

91 VI区 3×1 4.0 2.4 9.6

92 VI区 4×1 4.7 2.3 10.81

93 VI区 3×1 4.2 2.4 10.08

94 VI区 3×1 5.0 2.35 11.75

95 VI区 3×1 4.6 2.15 9.80

96 VI区 2×1 3.1 2.3 7.13

97 VI区 2×1 2.9 2.2 6.38 '

98 VI区 3×1 3.9 2.35 2.12

99 VI区 3×1 4.4 2.4 10.56

100 VI区 3×1 3.9 2.45 9.56

101 VI区 3×1 4.25 2.05 8.71

一175一



ワ

102 VI区 3×1 4.45
2.35～

2.6
10.45

103 VI区 3×1 3.5 2.65 9.28

104
'VI区

3×1 3.6 2.2 7.92

105 VI区 2×1 3.25 2.5 8.13

106 VI区 2×1 2.4 2.5 6.0

107 VI区 2×1 2.4 2.0 4.8

108 VI区 5×1 7.0 2.5 17.5

109 VI区 2×1 2.6 2.1 5.45

110 VI区 3×1 3.7 2.55 9.44

111 VI区 2×1 2.5 1.9 4.7P5

112 w区 3×1 3.6 2.4 8.64

113 w区 3×1 4.6 2.55 11.73

114 VI区 2×1 3.0 2.8 8.4

115 w区 3×1 4.1 2.2 9.02

126 VI区 3×1 4.1 2.55 10.46 弥生中期土器

117 VI区 3×1 4.3 2.4 10.32

118 VI区 2×1 4.7 2.8 13.16

119 VI区 2×1 2.75 2.2 6.6

120 VI区 2×1 2.65 2.8 7.42

121 VI区 2×1 3.3 2.3 7.59

122 VI区 2×1
2.5～

2.8
2.25 5.63一 一一

123 IV区 3×1 4.35 2.3 10.01

124 VI区 2×1 2.3 2.15 4.95

125 田区 2×2 3.0
2.4～

2.7
7.2～

126 冊区 2×1 3.0
2.8～

2.9
8.4^一 一

127 皿区 3×1 3.9 2.35 9.17

128 皿区 4×1 5.0 2.3 11.5

129 w区 2×1 3.1 2.2 6.82

130 皿区 2×1 3.75 2.2 8.25

一176一



表511地 区木 棺墓 計 測表

遺:構No. 方 位
計 測 値(cm)

長 軸 短 軸 壁 高

1 N45ｰE (207) (92) 木口痕のみ

2 N36ｰE (20s) (s6)

A

木 口痕のみ

3 N30ｰE (195) (85) 木 口痕のみ

4 N54ｰE (150) (73) 木口痕のみ

5 N88ｰW (115) (50)
、

木口痕のみ

6 N20ｰE (95) (57) 木口痕のみ

7 N87ｰE (170) (75) 木口痕のみ

8 N71ｰW (175) (74) 木口痕のみ

9 N33ｰW (141) (45) 木口痕のみ

10 'N60ｰE (85) (48) 木自痕のみ

11 N43ｰE (203) (95) 木口痕のみ

12 N43ｰE (213) (95) 木口痕のみ

13 N38ｰE (230) (112) 木口痕のみ
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表61V地 区 木棺墓 計 測表

遺構Nα 方 位
計 測 値(cm)

考
長 軸 短 軸 壁 高

1 N89ｰW (106) (84) 木口痕のみ

2 N76ｰW (132) (go) 木口痕のみ

3 N77ｰW (215) (75) 木口痕のみ

4 N74ｰW (132) (56) 木 口痕のみ、中期土器片

5 N74ｰW (196) (90) 木 口痕のみ、中期土器片

6 N76ｰW (220) (96) 木口痕のみ

7 N11ｰE (222) (76) 木口痕のみ

8 N22ｰE (177) (76) 木口痕のみ

9 N79ｰW (200) (85) 木 口痕のみ、管玉9点

10 N74ｰW (207) (106) 木 口痕のみ、中期土器片

11 N73ｰW (197) (140) 木口痕のみ

12 N63ｰW (232) (86) 木口痕のみ

13 N74ｰW (130) (70) 木口痕のみ

14 N7ｰE (122) (86) 木 口痕のみ、中期土器片

15 N12ｰE (109) (52) 木 口痕のみ

16 N60ｰW (103) (62) 木口痕のみ

17 N8ｰE (110) (58) 木 口痕のみ

18 N11ｰE (146) (56) 木口痕のみ

19 N6ｰE (222) (95) 木 口痕のみ

20 N10ｰE (197) (115) 木口痕のみ

21 N85ｰW (112) (68) 木口痕のみ

22 N71。E (222) C87) 木口痕のみ

23 N64ｰE (172) (78) 木口痕のみ

24 E-W egg) (54) 木 口痕のみ、中期土器片

25 N72ｰW (268) (108) 木口痕のみ

26 N70ｰW (178) X98) 木口痕のみ

27 N67ｰE (170) (72) 木口痕のみ

28 N69ｰW (118) X70) 木 口痕のみ、中期土器片

29 N82ｰW (180) (84) 木口痕のみ

30 N1ｰE (212) (86) 木口痕のみ

31 N40ｰE (180) (75) 木 口痕 のみ、中期 土器 片

32 N52ｰE (85) (54) 木口痕のみ

33 N28ｰE (128) (65) 木口痕のみ
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34 N27ｰE (110) X60) 木口痕のみ

35 N33。E {104) (66) 木口痕のみ

36 N26ｰE 150 75 3

37 N47ｰW (165) (92) 木口痕のみ

38 N38ｰW (200) (85) 木口痕のみ

39 N88ｰW (lgo) (70) 木口痕のみ一

40 W-S (202) (80) 木口痕のみ

41 N67ｰE 150 90 9

42 N73ｰE 145 75 15

43 N62ｰE 130 SS 26 管玉35点

44 N78ｰW 170 110 12

45 N65ｰW 150 90 5

46 N69ｰW (230) (74) 木口痕のみ

47 N13ｰW 192 74 3

48 N32ｰW 182 75 7

49 N24ｰE (80) (43) 木口痕のみ

50 N38ｰE (185) (84) 木口痕のみ

51 N41ｰW (116) (loo) 木口痕のみ

52 N61ｰW (158) (63) 木口痕のみ

53 N60ｰW (200) (76) 木口痕のみ

54 N20ｰE 184 76 7 管玉12点

55 N30ｰE (82) (52) 木口痕のみ

56 N32ｰE (85) (50) 木口痕のみ

57 IV28ｰE 192 78 5

58 N18ｰW (183) Cgg) 木口痕のみ

59 N11ｰW (185) (57) 木口痕のみ

60 N63ｰW (90) (36) 木口痕のみ

61 N19ｰW (108) (58) 木口痕のみ

62 N79ｰW (170) (66) 木口痕のみ

63 N14ｰE (218) (85) 木口痕のみ

64 N11ｰE (230) (92) 木口痕のみ

65 N76ｰW (126) (54) 木口痕のみ,

66 N21ｰW X170) (65) 木口痕のみ

67 N6ｰE (120) X70) 木口痕のみ

68 N63ｰW (105) (46) 木口痕のみ

69 N89ｰW 205 4 4 管玉32点 、勾王1点
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70 N19ｰE 192 88 5 管玉24点

71 N17ｰE (165) (65) 木口痕のみ

72 N78ｰW (135) (70) 木口痕のみ

73 N10ｰW (190) C87) 木口痕のみ

74 N72ｰW (137) X70) 木口痕のみ

75 N83ｰW (198) (70) 木口痕のみ

76 N77ｰE 157 64 11 管玉22点

77 N10ｰE 130 80 8

78 N5ｰW (130) (6s) 木口痕のみ

79 N47ｰE 125 74 3 管玉9点

80 N10ｰE 185 95 10

81 N86ｰE 164 70 10

82 N29ｰW (172) (80) 木口痕のみ

83 N17ｰW 125 60 7

84 N23ｰE (104) (65) 木口痕のみ

85 N33ｰE (120) X90) 木口痕のみ

86 N59ｰW (193) (71) 木口痕のみ

87 N59ｰE (185) (64) 木口痕のみ,

88 欠 番

89 N44ｰE (165) (70) 木口痕のみ

90 欠 番

91 N50ｰE 208 77 11

92 N3ｰE 165 68 27

93 N13ｰE 210 85 18

94 N38ｰE (150) (65) 木口痕のみ

95 N77ｰW 160 60 30

96 N22ｰW (114) (75) 木口痕のみ

一180一



表7冊 地 区木棺墓計測表

遺 構No. 方 位
計 測 値(cm)

備 考
長 軸 短 軸 壁 高

1 N72ｰE (218) (go) 木 口痕の み ・管玉 ・石鎌

2 N79ｰE (195) (102)

一

木口痕のみ

3 N83ｰE (loo) (48) 木口痕のみ

4 N16ｰW (202) (gl) 木口痕のみ

5 N78ｰE (126) (52) 木口痕のみ

6 W-S (96) (48) 木口痕のみ

7 N73ｰW (96) (72) 木口痕のみ

8 N77ｰW 105 72 10

9 N78ｰE (198) (86) 勾,玉

10 N68ｰE (176) (80) 木口痕のみ

11 N39ｰW (128) (57) 木口痕のみ

12 N56ｰW (222) (85) 木口痕のみ

13 N56ｰW 140 90 5

14 N51ｰW (177) (80) 木口痕のみ

15 N10ｰW (113) (70) 木口痕のみ

16 N8ｰW (125) (50) 木口痕のみ

17 N7ｰW (102) (90) 木口痕のみ

18 N80ｰE (110) (47) 木口痕のみ

19 N66ｰE (212) (105) 木口痕のみ

20 N38ｰE (203) (73) 木 口痕のみ ・管玉

21 N37ｰE

22 N44ｰE (205) (so) 木口痕のみ

23 N46ｰE (208) (79) 木口痕のみ

24 N46ｰE (116) (60) 木口痕のみ

25 N32ｰE (105) (55) 木口痕のみ

26 N40ｰW (119) (64) 木口痕のみ

27 N38ｰE also) (65) 木口痕のみ

28 N46ｰW X207) X90) 木口痕のみ

29 N56ｰW (185) (73) 木 口痕 のみ'

30 N29ｰE

31 N38ｰE (220) (95) 木口痕のみ

32 N32ｰE (198) (92) 木口痕のみ

33 N41ｰE (198) (90) 木口痕のみ
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34 N41ｰE (132) (70> 木口痕のみ

35 N29ｰW 118 64 11

36 N38ｰW (218) (83) 木口痕のみ

37 N39ｰW (164) (so) 木口痕のみ

38 N89ｰW (lso) (go) 木口痕のみ

39 N85ｰW (200) (85) 木口痕のみ

40 N37ｰE Cgg)
'(
40) 木口痕のみ
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表8 Tピ ッ ト 計 測 表(孤 地区)

遺No. 列 番 号
言十 豪則 イ直(cm)

備 考
長 軸 短 軸 深 さ

1 1 246 22 114

2 1 242 20 108

3 1 268 60 108

4 1 260 40 112

5 A 278 36 114

6 A 260 40 124
臨

7 A 289 40 116

8 A 300 50 120

9 A 266 30 100

10 A 282 30 104

11 B 240 28 90

12 C 326 32 86

13 B 241 36 102

14 B 268 34 96

15 B 276 40 120

16 B 342 44 114

17 B 298 60 98

18 B 274 40 120

19 A 276 30 104

20 A 262 20 96

21 A 272 22 88

22 A 294 28 98

23 B 274 36 124

24 B 290 34 118

25 B 270 28 130

26 B 286 32 108

27 c 356 44 104

28 c 350 50 98

29 c 412 60 108 '

30 c 406 29 104

31 c 342 58 68

32 c 366 56 98

33 c 394 38 96
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34 C 356 66 96

35 c 368 42 96

36 c 344 34 116

37 D 370 38 84

38 D 386 46 98

39 D 346 40 108

40 D 384 58 120

41 D 366 44 118

42 D 342 40 112

43 D 350 44 124

44 F 370 24 80

45 F 410 46 100

46 EG 384 50 118 石1/

47 F 396 24 106

48 EG 390 66 110

49 EG 376 50 116

50 F 364 64 114

51 E 364 24 90

52 E 350 40 104

53 H 324 26 130

54 H 318 24 102

55 欠 番

56 G 300 40 102

57 D 350 50 86

58 c 388 50 130 59を き る

59 B 390 90 130 58に きられる

60 C 356 58 116

61 c 340 88 112

62 D 374 36 100

63 A 282 52 118

64 B 250 38 100

65 E 340 48 96

66 E 352 54 86

67 B 224 36 88

68 B 210 90 106

69 E 378 40 104
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70 D 348 48 106

71 A 276 42 120

一

72 B 246 20 108

73 E 356 36 76

74 B 230 26 98

75 c 338 54 108

76 A 294 42 94

77 c 348 44 86

78 A 310 34 98 79を き る

79 D 360 52 90 78に きられる

80 C 356 40 76

81 B 224 34 90

82 E 410 42 100

83 F 342 28 84

84 F 380 34 66

85 F 360 36 86

86 F 382 30 94

87 F 350 74 122

88 F 380 32 94

89 E 354 46 100

90 H 306 26 96

91 G 378 100 94

92 H 274 32 106

93 G 390 40 104

94 G 370 36 80

95 H 644 64 104

96 G 772 64 102

97 H 622 180 124

98 G 692 58 96

99 G 374 30 82

100 H 314 22 106

101 G 380 30 100 '

102 A 250 30 104

103 A 272 40 114

104 H 314 38 98

105 EG 350 50 98
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106 H 312 28 90

107 EG 316 46 92

108 H 266 24 88

109 F 342 30 94

110 EG 320 48 100

111 H 294 20 84

112 H 300 18 92

113 H 292 20 86

114 F 350 18 178

115 F 332 28 82

116 F 360 22 72

117 D 292 22 96

118 D 320 42 102

118 D 356 40 106

120 B 284 46 120

121 B 276 34 220

122 B 290 44 98

123 B 286 40 124 卜

124 B 254 26 92

125 B 230 24 44

126 B 232 34 84

127 A 274 40 108

128 A 288 46 120

129 A 286 54 124

130 A 一部検出

131 1 一部検出

132 1 250 20 84
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表6石 器 計 測 表

図 版

No.
名 称`

計 測(cm>
重 量(9) 石 質 備 考

長 さ 幅 厚

1 石 鍛 (1.9) 1.2 0.3 0.8 安 山 岩 SI7

2 石 錺i (3.7) 1.8 0.4 2.9 安 山 岩 S118

3 石11 (2.5) 1.1 0.4 2.1 安 山 岩 S122

4 石 鍛 (3.1) 1.6 0.5 2.3 安 山 岩 S130

5 石 鍛 (3.1) 1.3ム 0.4 2.0 安 山 岩 S134

6 石 鍛 2.0 1.1 0.4 1.0 安 山 岩 S137

7 石 鍛 (2.6) 1.1 0.3 1.4 安 山 岩 S137

8 石 鍛 2.9 1.8 0.6 3.4 安 山 岩 S138

9 石 錺i (3.4) 1.4 0.5 2.3 安 山 岩 SI42

10 石 鍛 3.4 1.5 0.7 3.9 安 山 岩 S143

11 石 鍛 3.1 1.3 0.6 1.9 安 山 岩 S143

12 石 錺i 3.6 1.5 0.5 2.7 安 山 岩 SI43

13 石 鍛 2.2 1.1 0.3 0.6 安 山 岩 SI56

14 石 鍛 (2.1) 1.1 0.4 1.2 安 山 岩 SI22

15 石 鍛 3.0 1.6 0.6 1.9 安 山 岩 SI56

16 石 鍛 (3.4) 1.5 0.3 1.2 安 山 岩 孤地区TP

17 石 槍 8.1 2.7 1.3 29.0 安 山 岩 S134,46

18 打 製 石 斧 6.2 3.7 0.8 25.7 安 山 岩 SI56

19 石 包 丁 (s.a) (6.0) 0.6 43.5 砂 岩 II区河 川内

20 石 包 丁 13.0 5.8 1.0 84.0 砂 岩 IV区 未製 品

21 ス ク レ イ パ ー 5.7 5.4 1.4 38.6 安 山 岩 SI37

22 ス ク レ イ パ ー 6.8 6.2 2.4 124.4 安 山 岩 SI37

23 磨 製 石 斧 17.0 6.2 4.0 831.3 蛇 紋 岩 SI5

24 磨 製 石 斧 10.0 6.4 1.8 150.7 蛇 紋 岩 SI39

25 磨 製 石 斧 6.0 (3.8) 0.8 228.7 蛇 紋 岩 SB101

26 磨 製 石 斧 12.2 6.2 3.8 479.8 蛇 紋 岩 SI48

27 磨 製 石 斧 10.2 5.4 1.4 150.7 蛇 紋 岩 SI39

28 磨 製 石 器 6.0 3.4 1.0 33.3 不 明 II区U-28

29 磨 製 石 器 10.6 6.8 4.2 682.4 蛇 紋 岩 N区P-28

30 敲 石 12.2 4.4 4.4 366.1 砂 岩 SI3

31 敲 石 10.0 4.0 4.0 220.3 砂 岩 SI2
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表10土 製 紡 錘 車 計 測 表

No. 出土遺構 ・地区 長 径(mm) 短 径(mm) 重 量(9) 遺物固体番号 備 考

1 SI3 42 42 12.1 SI3-102 中期土器片

2 SI41 42 42 14.0 SI41 土器片

3 SI48 34 32 8.0 SI48 中期土器片

4 S148 (36) (5.0) SI48 土器片

5 II 40 37 12.4 H-26SKI 土 ・器 片

6 II 55 43 23.6 IIバ ー46 土器片

7 VI 47 47 18.6 VIC-141 製 品

8 VI 46 42 14.4 V工B-9 中期土器片
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第IV章 ま と め





ま と め

長峰丘陵上 に土器 ・石器が 出土す ることは明治時代 よ り知 られていた。明治29年 、宮沢甚三郎氏が入類学

雑誌第12巻 第128号 の誌上 に 「北信地方石器時代遺跡」 として尾 崎 ・山崎 ・水 沢等 出土 の石器 を紹介 して

いる。昭和12年 藤森栄一氏が 「千曲川下流長峰 ・高丘の弥生式石器」 として、外様法寺 、尾崎 出土 の石器

につ いて雑 誌 「考古学8の8」 に発表 されてか ら長峰丘陵の遺跡は学 界に知 られ るようになった。 第二次

世 界大戦後、森 山茂夫氏 を中心 とす る飯 山北高等学校 郷土研 究会 が、東長峰 を中心 に発掘調査 をたびたび

行 い、大 きな成果 をあげた。 これ らの調査 には、神 田五六氏や 宮坂英弐氏が指導 されるこ ともあった。昭

和32年 には、桐 原健氏が丘陵突端の柳 町遺跡 を調査 し、古墳 時代初頭 に属す る柳町式土器 を得て いる。実

の所 、柳町遺跡 と命名 したの は桐原健 氏である。 それ までは、柳 町遺跡 まで も含 めて長峰遺跡群 として扱

われていた。

以上 のよ うに長 峰丘陵上 の遺跡の調査 は、小泉遺跡の南端 で丘陵 は二股に分 れ外様平に突出す る丘陵上

に止まってお り、照里 に至 る丘陵上や この二つの丘陵に挾 まれた小泉遺跡所 在地 には調査の手 が届かなか

ったのである。東長 峰遺跡 、柳町遺跡の所在す る丘陵は 旧外様 村に属 し、小泉遺跡 の所在地は 旧常 盤村属

し、耕作者が それぞれ異なっていたせ いか も知れない。ただ、耕作者 の中に興味 を もつ人々が お り、それ

らの人々によって管玉 、勾玉等が採集 されていたよ うであ る。従 って、近年 にいたるまで小泉遺跡 につ い

ては知 られて いなかった といって もよい。

「長峰工業団地」造成 開始1年 前の昭和62年 「長峰丘陵 と考古学」(雑 誌 「飯山」創刊号(飯 山郷土 史研

究会発行))と い う雑文 を記 したこ とがあった。 その中で 「工業団地造成計画」につ いて以下 の ように触 れ

ている。 「どの ような遺構 、遺物が私達 の眼前に姿 を現 すので あろ うか。限 りなき夢 と破壊の不安が心 の

中で交錯 し複雑 な心境 である」 と。

昭和63年 に開始 された本遺跡の調査 の結果は、想像 していたよ りはるかに大規模 で、発見 された遺構 、

遺物 は彪大 で貴重な ものであった。私達 は、確 かに今 回の調査 を通 じ大 きな成果 を得 た。この こ とは大 き

な喜 びであるが、同時に貴重 な埋蔵文化財包蔵地 が壊滅 して しまったことも事実であ る。付近 一帯 は、原

型 を止めず工業団地 として大 きく変貌 をとげて しまっている。

遺跡 の所在地は、細か くみ る と1区 を除 いては、ほぼ西方 にゆるやかに傾斜 し、西端 は1区 の東長峰崖

下 より湧 出 し流下す る小河 川によって削 りとられ、外様平 に向って開 口しつつ低 湿地帯 を形成 してい る。

この小河川に1区 東方 の崖下 よ り流出す る湧水が1区 の北端 を北西に流れ1区 とII区 との問に沢状地形 を

作 りつつ 、東長峰崖下 より流 出す る小河川に合 流 している。 この低湿地帯は、つい近年 まで水 田 として利

用されて いた。西方 に向ってゆるやか に傾斜す る台地状 の地形は、幾筋 もの沢が西方 に向 って走 り、沢 と

沢の問には丘陵状 の小 台地 となっている。今回調査 の対象 となった地籍 は、6ケ 所 の丘陵状の小台地が認

め られ る。 これ ら小 台地上 に遺跡が存在す る。従 って区分 され た小台地 ご とに遺跡 を1区 ～W区 に区分 し

ている。.、

発見 された弥生式住居趾 は、弥生中期24軒 、弥生後期30軒 、計54軒 である。弥生 中期の住居趾 はVI区 を

除いた全ての台地 に、弥生後期 の住居趾 は、II、III、IV、Vに 認め られる。

弥生 中期の住居吐 は、全て円形であ り周溝 を伴 なって いる。V区 を除 いては、.3～4軒 で構成 されてお

り集落構 成の小単位 を考 える上で重要 な意味 をもつ もの といえるであろう。、弥生後期の住居趾 は、II、III

区に集 中して発見され た。特にIII区の住居趾群 は、小判形 あるいは隅丸長方形 を有 しているが 、出入口 と
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想定 される場所 に2個 の ピッ トを配列す る点が共通 している。家屋構造___.端 を示す好資料 とい って よい

であろ う。

掘立柱建物趾 は126基 の 多きに達 している。 特 にV区 では40基 が集 中 している。建 物趾 その ものは、弥

生中期 ・後期 いずれに所属す るか は明確 でないが 、このよ うな彪大な掘立柱建物趾 が何故 に構築 されたの

であろ うか。本遺跡に居住 した弥生時代 の人々の生産活動や 日常生活 との係 わ り合 いの面 で、今後究 明 し

ていか ねば な らない重要課題 の一つ といえ よう。

今 回の調査の結果、最 も注 目され るのは、土砿墓 、木棺墓 の墓趾群 であろう。全体 で152基 発見 されて

い る。就 中、94基 が集 中 していたIII区は注 目に値 しよ う。木棺墓 の長軸方向は、南北 、東西 の二方向に大

別 される。 そのほかは、斜面 に直行 あ るいは平行 して いる。そ して、それ ぞれが等高線 に沿 って ま とまっ

ている。規模 は、大型 、小型 の2つ の タイプに分 られ、被葬者 の年代 を暗示 している もの と思われ る。耕

作土が いたって浅 く、畑 の耕作 中に破壊 され た ものが大部分 で、若干の凹 を残 した ものは少な く、大半 は

木 口痕 を残 してい るのみ である。 出土遺物 も管玉 ・勾玉の装飾品に限定 されてお り、土器類等の出土は見 ら

れなか った。管玉 、勾玉が発見 されたのは5基 のみであって、他の木棺墓か らの遺物の出土は皆無 であっ

た。管玉 は、細身で小形 である。 これ ら墓趾群 と人々 との係 わ り合い も重要 である。 これ も今後 の重要 な

研究課題 とい えよう。

旧石器時代 の土砿 の発見 も特筆 に値 しよ う。

遺物では、先述 した管玉、勾玉 のほか に弥生 中期 ・後期の土器が大量 に出土 した。それぞれが特色 ある

土器であ り、飯 山地方の弥生式土器編年に とって貴重 な資料であ る。今後、 これ らの土器 の分析研 究 を通

して当地 方の弥生 中期 ・後期 の土器 の姿相が鮮 明化 され るであ ろう。本調査報告書が 、大 まかに土器の形

態や 文様 を述べ るに止 ま り、敢 えて編年 的序列 について触れなかったのは、 よ り綿密 な今後の研 究の課題

として残 したか らに他な らない。そのほか、流水文 と雷文 を有す る木製品の一部が 、II区1号 住居趾 内よ

り発見 されている。 これ も今後 の研究課題 である。

小 泉遺跡が存在す る長 峰丘陵上 には、 ミズナ ラ、コナ ラ、 クヌギ等の落葉広葉樹が繁茂 している。 その

ほかオオバ クロモジ、オオカメノキ、ガマ ズ ミ、 コシアブラ等 もある。かつ ては、ブナ も亭 々 と甕 え立 っ

ていたこ とであろう。弥生 中期の人々はこれ らの樹木 を伐採 し、 自分達 の居住空間 を確保 し、東長峰崖下

に広が る低 湿地帯 を水 田化 し、生活 を営 んだ こ とであろ う。 そして、 ドング リ、 ク リ、 クル ミなども重要

な食料源 としたであろ う。 その他、ゼンマ イ、 コゴ ミ、ワラビ等の山菜 も当然利用 したであろう。

いずれ にして も小泉遺跡の調査 は、私達に 多 くの課題 を残 した調査 であった といえよ う。末尾 なが ら、

いちいちお名前は記さないけれ ども本調査 に ご指導 、ご助 言 をいただいた 多 くの方々、酷暑 の中額 に汗 し

つつ調査に ご協 力いただ いた作業員 の皆 さんに心 よ りお礼 申し上 げる。
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PLATE



1LP



PL2 1地 区

写真2調 査開始式(昭 和63年7月13日)

写真31地 区 調 査 風 景



P L 3 1 地 区

写真4 1 地区 7 号竪穴住居:吐

写真 5 1 地区 16号 竪穴住居趾



PL4 1地 区

写真61地 区10号 竪穴住居趾

ま 写真710号 竪穴住居卦 出土土器

写真810号 竪穴住居趾P3出 土土器



PL5 1地 区

写真99号 掘 立 柱 建 物:吐

写真1011地 区 近 景(中 央立木付近)



地 区

 

11
Ph6

1号 竪穴住居趾II地 区写真11

1号 竪穴住居趾調査風景写真12

1号 竪穴住居趾

炉内出土炭化木製品

写真13



PL7 II地 区

写真143号 竪穴住居趾

写真155号 竪穴住居趾

写真165号 竪穴住居趾遺物出土

状況



PL8 II地 区

写真1711号 竪穴住居趾 写真1811号 竪穴住居趾 出土土器

写真1912号 竪穴住居趾 写真2012号 竪穴住 居趾 内ピッ ト出土土器

写真2113号 竪穴住居趾 写真2213号 竪穴住居趾 変形土器出土状況

写真2313号 竪穴住居趾 台付鉢出土状況 写真248号 竪穴住居趾



PL9 II地 区

写真25 17号 竪穴住居趾 ・10～13号 木棺墓

写真26棚 」ー　 写真27谷 地 の 水 辺



PL10 II地 区

写真2811地 区a地 点 より谷地 ・1地 区 を望 む

写真2911地 区a地 点(平 成2年 度)全 景



PL11 III 地 区

写真30 III地区遺構検 出状況

写真31 18号竪穴住居趾

写真32 19号竪穴住居趾

遺物出土状況



PL12 III 地 区

写 33 19号 竪 穴 住 居 趾

写真34 24号 竪 穴 住 居 趾



PL13 III 地 区

写真35 21号竪穴住居趾

写真36 21号竪穴住居趾炉体土器

写真37 21号竪穴住居趾

土坑内土器出土状況



PL14 III 地 区

写真38 22号竪穴住居趾

遺物出土状況

写真39 土器出土状況

写真40 22号竪穴住居趾



PL15
III地 区

写真4123号 竪 穴 住 居:吐

写真42住 居 趾 床 面 出 土 土 器



PL16 III地 区

写真4325号 竪 穴 住 居 趾

写真44遺 物 出 土 状 況

写真45甕 出 土 状 況 写真46有 孔鉢出土状況



P L 17 III 地 区

写真4734号 竪 穴 住 居 趾

写真4836号 竪 穴 住 居:吐



PL18 III 地 区

写真49 1号 井 戸 趾 写真50 55号 掘立柱建物趾
ピッ ト内出土土器

写真51 III地 区 調 査 状 況



PL19 地 区

写真521V地 区 近 景(V地 区 よ り)

写真53V[地 区c地 点調査風景



PL20 IV地 区

写真54c地 点 全 景

写真55a地 点 全 景



PL21 1》地 区

写真56 40号竪穴住居趾

写真57 41号竪穴住居趾

写真58 41号竪穴住居趾



PL22 地 区

写真59c地 点木棺墓群調査風景 写真60木 棺墓調査風景

写真61木 棺墓確認状況 与真62木 棺墓群全体写真

写真63木 棺墓検出状況 写真64木 棺墓検出状況

写真65木 棺墓検出状況 写真6643号 木棺墓検出状況



N地 区

　

PL23

43号 木 棺 墓写真67

9

　
>zFAKY'Nn

勾玉出土状況69号木棺墓管玉写真69



PL24 V地 区

写真71V地 区

憶

V地 区 調 査 風 景



PL25 V地 区

写真7246号 竪 穴住居趾

写真7347号 竪 穴 住 居 趾



PL26 V地 区

写真74 47号竪穴住居趾
遺物出土状況

写真7547号 竪 穴 住 居 趾

写真7653号 竪 穴 住 居:趾:



区地V

93・94号 掘立柱建物趾

85・87・88号 掘 立 柱 建 物 趾

51・52号 竪穴住居趾
121・122号 掘立柱建物趾

写真78

写真77

写真79

PL27



P L 28 地 区

写真80V【 地 区

写真81W地 区



PL29 VI地 区

写真82土 器 出 土 状 況

写真8351・52号 掘立柱建物趾



PL30 地 区

写真84孤 地 区

写真85遺 構 確 認 状 況



PL31 珊 地 区

写真86 26号 竪 穴 住 居 趾

写真87 26号 竪穴住居趾及び121号 溝状土 広



PL32 V皿 地 区

写真88木 棺 墓

写真89 7・8号 木棺墓

写真90木 棺 墓 全 景


